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音楽の魅力に迫る
「音楽って何だろう？」

音楽そのものの魅力や不思議にさまざまな視点
から迫るシリーズです。「音楽」と「料理」を比較
して多様な音楽に触れることの意義を考える口
絵に始まり、メロディーやリズム、コード進行
などに注目しながらポピュラー音楽を味わうペー
ジ、音楽作品から当時の社会のあり方を読み取
るページ、音律や音階を手がかりにさまざまな
音楽の響きに着目するページを掲載しています。

『高校生の
音楽２』の特徴

3音楽って何だろう？22

音楽を、ほかの、
どのようなものとならべてみたらよいでしょう。

美術、文学、映画……いわゆるおなじ「芸術」とならべてみても、
自然、社会、歴史など、一見遠くはなれてみえるものとならべてみても、

それぞれにおもしろいことがみえてきます。
では、料理、とならべてみたら、どうでしょう。

料理は、ひとの手が加わったものです。手を介して、と言い換えてもよいかもしれません。
くだものひとつ、木からもぎとって、かじる。それは料理ではありません。
くだものを洗って、ナイフで切って、お皿にならべる。おなじようで、異なったものです。
ここに文化が生まれるし、それぞれの文化に固有の行為、 かたちが生まれます。

世界中にさまざまな料理があります。
おなじ自然の素材をつかいながら、料理法、味つけ、供しかた、食べかたなどで、異なった料理になります。
おなじように呼ばれるものでも、すこしずつ違っていたり。
音も世界中にあります。地域によって異なった音があります。
音をどうあつかうか、どう体感するか。音が、音楽になる、と考えてみたら、どうでしょう。

食べものをとらなかったら、生きていられません。
音楽がなくても、死んでしまうことはない。その意味では、嗜

し
好
こう
品なのかもしれません。

でも、ひとは生命体の機能だけでできているわけではありません。
感じたり考えたりする。感覚があり、感情があります。
カラダは生きていても、感性が、感情が稀

き
薄
はく
だということもありえます。

いろいろな音楽にふれていると、感性や、感情は豊かに、
知識はひろがり、思考は柔軟になっていきます。
さまざまな料理にふれること、さまざまな音楽にふれること、
どちらも、多様性を、豊かさの意味と深みを、

知ることになるのではないでしょうか。
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オーソドックスな
定番曲を多数掲載
歌曲や合唱曲はもちろん、ポピュラー音楽、西洋音楽、
日本音楽、世界の諸民族の音楽など、さまざまなジャ
ンルの音楽から教材性の高い定番曲を厳選して掲載
しています。

『高校生の
音楽２』の特徴

やや抑えて

強弱を生かして

滑らかに 軽くブレスする 明るく 柔らかく発音 重く やや急ぎぎみに 落ち着く 寂しく

強弱に留意して 抑えて、わずかに間
ま
をあけていっそう落ち着きをもって

淡々と、軽く流すように 落ち着く 叙情的に訝
いぶか
るように、ためらいがちに 　で

　※　　　　　の部分は山田耕筰自身の演唱法の説明から抜粋。　　　　

十分延ばして

間髪を入れずに入る

ためらいながら

２回とも肯定的に歌う 極めて寂しく、やるせなく結ぶ

寂しく 冒頭と同じように急いで

明るい　 で 軽くブレス 鼻
び
腔
こう
に響かせる

抑える程度に 息を入れる かすめる やや抑えて 明るく 延ばしぎみに

美しい響きで、少し抑えて

ドラマティックに
ブレス

かすかな
音で

ためらいながら

揺り下げる息をつぐ
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からたちはミカン科の落葉低木。枝には鋭いとげが
あり、春になると白い５弁の花を咲かせる。秋には
黄色く丸い果実を付けるが、食用ではない。
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原曲：ト長調
◆t

トランクィッラメンテ
ranquillamente：静かに　◆s

ソット
otto v

ヴォーチェ
oce：静かに抑えた声で　◆e

エジタンド
sitando：ためらって（少し遅く）　　◆ i

イン
n f

フレッタ
retta：急いで　

◆u
ウン
n p

ポーコ
oco：やや少し　◆ lungh’mo（l

ルンギッシモ
unghissimoの略）：かなり長く延ばして　◆d

デリカティッシモ
elicatissimo：とても繊細に　◆c

コッラ
olla v

ヴォーチェ
oce：歌パートに従って

● 山田耕筰（1886～1965）は、東京生まれの作曲家、指揮者。東京音楽学校（現在の東京芸術大学音楽学部）卒業後、ドイツに留学した。ニューヨー
クのカーネギーホールで自作の交響曲を演奏したり、ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団を指揮したりするなど、欧米でも名前を知られるよう
になった最初の日本人音楽家である。日本初の常設オーケストラの設立やオペラの普及活動を推し進めた。

● 北原白秋（1885～1942）は、福岡県生まれの詩人、歌人、童謡作家。本名は隆
りゅう
吉
きち
。三

み
木
き
露
ろ
風
ふう
とともに「白露時代」と呼ばれる時代を築き、近代日本

を代表する詩人の一人となる。1918 年から児童雑誌『赤い鳥』に子ども向けの詩を発表し、山田耕筰との共作により、今でも歌い継がれる童謡や歌
曲を数多く残した。
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（教科書p.14-15）

『高校生の音楽』は、「人生を豊かにする教科書」であることをコンセプトに編集しています。

声を合わせて歌ったり、よりよい演奏を工夫したり、一つの作品を深く味わったり、

さまざまな音楽のあり方に触れたりして、音楽の多様な価値を見出すことで、

使った人の人生が少しでも豊かになるような教科書を目指しています。
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一歩踏み込んだ
鑑賞のアプローチ
鑑賞教材は、作品紹介だけにとどまらず、作品を
より深く味わうためのさまざまな仕掛けをちりば
めています。西洋音楽はもちろん、日本音楽や世
界の諸民族の音楽の各教材にも、それぞれに適し
た鑑賞のアプローチを提案しています。

『高校生の
音楽２』の特徴

QRコンテンツの充実
歌唱曲の伴奏や原語歌詞による発音をはじめ、日本音楽や世界の
諸民族の音楽の授業に役立つ音源や動画を充実させています。ま
た、コード表からは、各コードのギターとキーボードの実演動画
も視聴することができます。

『高校生の
音楽２』の特徴

●リズムと和音を調べよう

◆リズムを打とう

・４分の２拍子を意識しながら、　　　  の①（ホルンのリズム）と②（弦楽器群のリズム）を手拍子などで打ちましょう。
・２つのグループに分かれて打ったり、①と②のリズムを左右に分けて１人で打ったりしましょう。

①

②

　使われている和音とその組み合わせを調べよう

（　 ）
C

　初演を聴いた人々に鮮烈な印象を与えた《春の祭典》の音楽は、実際にどのようにつくられているのでしょうか。
〈春の兆し̶乙女たちの踊り〉の冒頭の部分を例に、リズムと和音の特徴を確認しましょう。

　リズムの特徴を調べよう
・冒頭の８小節では、弦楽器群が荒々しい響きの不協和音で拍を刻み続け、
原始的な雰囲気をつくり出しています。拍には、不規則にアクセントが
付けられています。

・８本のホルンは、弦楽器群と同じ和音を、アクセントのタイミングに合
わせて、鋭くほえるように演奏します。

　この部分は、下に示した２つの和音のみで作曲されています。

◆演奏しよう

　　　　を、キーボードやピアノなどで分担して演奏しましょう。

・　 　は属七の和音、 は長三和音です。どちらも古典派、ロマ
ン派の時代を通じて広く用いられた和音です。ピアノなどで弾
いて、それぞれの響きを確かめましょう。

・冒頭の８小節では、　　と を同時に鳴らし、故意に半音のぶ
つかりをつくり出しています。それぞれの和音の響きと２つの
和音を重ねたときの響きを聴き比べましょう。

半音のぶつかりが不協和な響きを生み出します。

　1913年にパリで行われた、ストラヴィ
ンスキーのバレエ《春の祭典》の初演では、
演奏が始まるやいなや、聴衆はその聴き
慣れない音楽に対して大騒動を起こしま
した。
　《春の祭典》の音楽は、それまでの音楽
にはほとんどみられなかった新しい表現
方法を用いており、それはまた20世紀
以降の音楽に現れる特徴の一つでもあり
ました。ここでは、《春の祭典》の第１部
から〈春の兆

きざ
し─乙女たちの踊り〉の部分

を聴き、この曲の斬新さや魅力を味わい
ましょう。

　　　     と を同時に鳴らすと…

●春の兆し─乙女たちの踊り バレエ音楽《春の祭典》から 

若者たちが一斉に飛び上がり、１列になってひざまずく。

ストラヴィンスキー

若者たちが運命を占っている。そこへ、シャーマン（呪術師）である老女がやってくる。

やがて乙女たちが登場し、春の踊りを踊る。

若者たちと乙女たちが一緒に踊り始め、しだいに熱狂していく。

バレエ《春の祭典》の初演の復活上演（マリインスキーバレエ、シャンゼリゼ劇場）
1913年5月29日に初演された《春の祭典》は、この年完成したパリのシャンゼリゼ劇場の
最初のシーズンを飾る公演だった。ちょうど100年目にあたる2013年5月29日、同劇場
で初演時の振り付けや舞台美術、衣装などを再現した《春の祭典》の復活上演が行われた。

p.104 オーケストラの編成◆T
テンポ
empo g

ジュスト
iusto：正確な速さで

強烈なアクセントを、
規則的ではなく不規
則に付けることで、
どのような効果が生
まれているかな？

作曲者は、どのような
イメージの響きを求めて
重ねる和音を選んだのか
考えよう。

斬
新
な
リ
ズ
ム
と
響
き
に
よ
る
表
現
を
感
じ
取
ろ
う

音楽史上の大事件となった《春の祭典》

譜例1

譜例1

譜例2

譜例２

48 49

演
奏

（教科書p.48-49）



•糸（中島みゆき）→メロディーに注目して…
•何度でも（DREAMS COME TRUE）→リズムに注目して…
•ばらの花（くるり）→コード進行に注目して…
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各音律における弦の長さ(ドの弦の長さを1とした場合)　 ※12√2 ＝12乗すると2になる数＝1.059463094359……

ド レ ミ ファ ソ ラ シ
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●ギターの第6弦でこの原理を確認しよう。
①  開放弦のミを鳴らし、ナットからブリッジまでの弦の長さ A を測る。 
②  フレットを押さえながら1オクターヴ上のミを探し、  
そのフレットからブリッジまでの長さ B を測る。 

③  フレットを押さえながら開放弦のミの完全5度上のシ
を探し、そのフレットからブリッジまでの長さ C を測る。 

④  それぞれの弦の長さの比を求める。

　人間の耳に聞こえる音は、一般的に20～20000H
ヘルツ
z（ p.68）といわれています。この中から音楽に必要な音を抜き

出すときの決まりを音律と呼びます。ここでは、ピュタゴラス音律と三
さん
分
ぶん
損
そん
益
えき
法
ほう
について学びましょう。前者は「協

和する音の関係は弦の長さの簡単な比で表すことができる」という発見から古代ギリシャで考案され、西洋音楽の基
礎となりました。後者は、管や弦の長さに注目して古代中国で考案され、雅楽とともに日本へ伝わり応用されました。

　古代中国では、管や弦の長さに注目して音高を算出する三分損益法が考案されました。基準となる管や弦の長さを３
分割してその１つ分を引くと完全５度上の音が得られること、３分割してその１つ分を足すと完全４度下の音が得られ
ることを利用したもので、遅くとも紀元前５世紀には楽器の調律に用いられていたと考えられています。ここでは、紀
元前１世紀に司

し

馬
ば

遷
せん

によって編
へん

纂
さん

された『史記』の記述に基づいて、中国の五音音階「宮
きゅう

商
しょう

角
かく

徴
ち

羽
う

」を算出しましょう。

　紀元前６世紀に活躍した古代ギリシャの哲学者ピュタゴラスは、2つの音がオクターヴ関係(完全8度)
にある場合、それぞれの弦の長さが２：１という単純な比で表されることを発見しました。また、完全５
度の場合は３：２で表されます。この原理を確認し、「ドレミファソラシ」を算出しましょう。

●三分損益法に基づいて「宮商角徴羽」を算出しよう。
『史記』から原文
①　　　　　　②　　　　　　　　③　　　　　　　　④　　　　　　　　⑤　
九九八十一以為宮 三分去一 五十四以為徴 三分益一 七十二以為商 三分去一 四十八以為羽 三分益一 六十四以為角

①

②

③

⑧  ①を 　の長さにして１オクターヴ上げる。
⑨ ④⑤を２倍の長さにして１オクターヴ下げる。
⑩ ⑥⑦を４倍の長さにして2オクターヴ下げる。

⑪ 算出した音を低い順に並べる。

A →　　　㎝

B →　　　㎝

C →　　　㎝

④オクターヴの関係

A：B →　　：　　

ナット

ブリッジ

④完全5度の関係

A：C →　　：　　

ピュタゴラス音律

純正律と平均律

三分損益法

A B

C

⑥算出した音を低い順に並べる。

宮をドとした場合

　また、ピュタゴラス音律には、長3度が５：４にならず、美しく響かないという欠点があった。それらを解決す
るために改良されたのが純正律である。しかし、純正律にも、３：２にならず響きが濁る完全5度の組み合わせが
あるため転調に不向きであることなどの欠点があり、特に演奏中に音高を調整できない鍵盤楽器にとっては不便で
あった。その後、鍵盤楽器の普及に伴いさまざまな工夫がなされ、1オクターヴを12の半音に等分する平均律が
一般的に用いられるようになった。しかし、どの調でも演奏できるように改良された平均律は、完全に協和する和
音をつくることができない。平均律は、利便性の追求のために美しい響きを犠牲にした「妥協の産物」ともいえる。

●ピュタゴラス音律に基づいて「ドレミファソラシ」を算出しよう。
① 適当な長さの弦を用意してファとする。

② ①の    の長さにしてドをつくる。
③ ②と同様にしてソをつくる。

④ 同様にしてレをつくる。
⑤ 同様にしてラをつくる。 

⑥ 同様にしてミをつくる。
⑦  同様にして　
シをつくる。

1
2

2
3

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
音
律

 ①を3分割してその１
つ分を引くと54にな
りそれを「徴」とする。

②を3分割してその１
つ分を足すと72にな
りそれを「商」とする。

  ③を3分割してその１
つ分を引くと48にな
りそれを 「羽」とする。

  ④を3分割してその１
つ分を足すと64にな
りそれを 「角」とする。

訳： 9×9=81 を 
「宮」とする。

　左ページのピュタゴラス音律をさらに続けて算出していくと、ファ→ド→ソ→レ →ラ→ミ→シ→ファ →ド →
ソ →レ →ラ →ミ となり、オクターヴ内の12の音を全て求めることができる。しかし、この方法では同音であ
るはずの最初のファと最後のミ の音高が微妙にずれてしまう。

最初のファの弦の長さを 1 としたとき
  　　最後のミ の弦の長さ = 1 ×(　 )12 ×27= 0.9865……

最初のファの弦の長さ
完全５度の積み重ねを 12 回繰り返す

7オクターヴ下げる

2
3

1にならない…

※ここでは、音の相対的な関係を示す。
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音楽って何だろう？　   音律3

（教科書p.52）

　音程に注目しながらある旋律や音楽を聴くと、同じ音が何度も出てくることに気付きます。このような、ある旋
律や音楽を構成する主要な音を拾い出し、高さの順に並べたものを音階と呼びます。2音や3音からなる音階（わ
らべうたなど）も、7音や12音からなる音階などもあります。
　ここでは、西洋音楽、インドネシアのガムラン音楽、アラブ古典音楽、インド古典音楽に確認できる音階を調べ、
実際の音楽を聴き、音階がつくり出す雰囲気を感じ取りましょう。また、それぞれの民族や地域のもっている、音
をつなげたり重ねたりする「こだわり」を理解しましょう。

  音階を比較するために  
　音は、振動がさまざまな物体を介して伝わることで耳に届き、音高の違いは振動数の違いによって認識されます。1秒あ
たりの振動数（周波数）を表した単位をH

ヘルツ
zといいますが、音程を比較するには不向きでした。そこで、イギリスの音響学者A.J.エ

リスは、1オクターヴを1200、半音を100（平均律の場合）とするc
セント
entという単位を考案しました。ここでは、各音階を、

一番低い音から順に 、 、 ……と示し、 は の１オクターヴ上の音を表しています。

　 西洋音楽では、振動数比の単純な音程（１度、８度、
５度、さらには４度、３度）を好む傾向が強く、音どう
しの協和が重視されました。そのために音階も８度と
５度を基本とする七音音階（全音階）が基本となりました。
また、「ピュタゴラス音律」や「純正律」など、協和を追
求したさまざまな音律が開発されてきましたが、どれ
も利便性に欠けるため、近代以降、1オクターヴを12
の半音に等分する「平均律」が広く用いられ、基準とな
る音の高さ(標準ピッチ:イ

4

音=440Hz) が定められま
した。ここでは３種類の音律の長音階を示します。

p.52 音楽って何だろう？③音律

　ガムランでは一般に、１オクターヴをほぼ均等に分
割する五音音階「スレンドロ」と、狭い音程と広い音程
の組み合わせからなる音階「ペロッグ」の2種類が使わ
れます。前者は日本の民謡音階などに、後者は沖縄音
階に近い種類の音階です。ペロッグでは、下図のよう
に7音のうち5音を組み合わせて数種類の五音音階を
つくります。音高に標準的な取り決めはなく、ガムラ
ンのセットごとに少しずつ異なります。ここでは、音
源収録の際に使用した楽器の測定値を示します。

　「マカーム」と呼ばれるアラブ古典音楽の旋法は、1
オクターヴより小さい旋法の組み合わせとして捉えら
れます。歴史的には数百種類の旋法名がみられますが、
今日の実用的な体系でよく用いられているのは7種類
程度のようです。アラブ古典音楽の音階の大きな特徴
の一つは、半音より広く全音より狭い音程をもつもの
があることです。代表的な音階「マカーム・ラースト」
の7音の音程関係は、低い音から順におおよそ次のよ
うになっています。

　インド古典音楽の「ラーガ」と呼ばれる旋法は、北イ
ンドと南インドで様式が異なり、今日でもそれぞれ数
百種類が演奏されています。演奏者は、１つのラーガを
選び、細かい旋律法や装飾法の規則を守りながら、そ
の雰囲気や特性を即興的に表現します。独奏者が基準
となる音を見失わぬよう、鳴らし続けるドローン（持続
音）が欠かせません。「ラーガ・アーサーワリー」は北イ
ンドの旋法で、上行形は5音を用いて進行し、下行形は
7音を用いてジグザグに進行しながら下るのが特徴です。

　音階を、主音の位置や音域、旋律の動きや装飾法などによってさらに細かく分類したものを「旋法」と呼びます。世
界には、「曲」としての演奏ではなく、即興的に技巧を凝らし、特定の「旋法」の個性を追求する単旋律の音楽があります。

　この旋律には、「ドレミソラ」の５つの音が使われている。
　この音階は、唱歌、民謡、ポピュラー音楽などで広く親しまれている五音音階である。

　ガムランは、複雑な倍音を含む金属打楽器の豊かな
響きを生かした合奏音楽です。また、１つの楽器から強
いうなりが生まれるように厚みを調整したり（ジャワの場
合）、２台一組みの楽器で音の高さのわずかなずれをつくっ
てうなりを生じさせたり（バリの場合）しています。

協和の追求 豊かな響きの追求 旋法の個性の追求

演
奏

●西洋音楽の音階 ●ガムラン音楽(インドネシア)の音階

●アラブ古典音楽の音階 ●インド古典音楽の音階

● 《赤とんぼ》の旋律に使われている音を、
音高の低い順に並べよう。

● ここに挙げたさまざまな音階と比較して、その相違点を話し合おう。

※現地の数字の当て方（４を使わない）で示す。

※ここでは、それぞれの音階の１オクターヴ分を抜き出している。
※数値の小数点以下は四捨五入している。

※ここに示した数値は目安。

組み合わせの例

弦楽四重奏の演奏 ジャワガムランの演奏 ウードの演奏 インド古典音楽の演奏

音階の抽出に挑戦
《赤とんぼ》 山

やま
田
だ
耕
こう
筰
さく
作曲

●長音階（ピュタゴラス音律）

204 204 90 204 204 204 90（cent）

低 高

●長音階（純正律）

低 高

204 182 112 204 182 204 112（cent）

●長音階（平均律）

低 高

200 200 100 200 200 200 100（cent）

●スレンドロ音階

低 高

242 240 229 250 239（cent）

●ペロッグ音階

低 高

141 157 245 135 124 187 211（cent）

低 高

398 141 157 380 124（cent）

低 高

380 124 187 352 157（cent）

●マカーム・ラースト

※ここに示した数値は目安。

●ラーガ・アーサーワリー（上行形）

●ラーガ・アーサーワリー（下行形）

200 200 300 200 300
《赤とんぼ》に使われている音階

（cent）

200 150 150 200 200 150 150（cent）

低 高

200 300 200 100 400（cent）

低 高

200 100 200 200 100 200 200（cent）

低 高

低 高

©サントリーホール（ルポレム・クァルテット）

もととなる７音
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音楽って何だろう？　   音階4

（教科書p.69）

（教科書p.34）

34 35

リズムに注目すると…

コード進行に注目すると…

　ポピュラー音楽を聴くとき、人は何に注目して聴いているのでしょうか。歌詞だけでなく、
メロディー、リズム、コード進行などの音楽の要素に注目すると、楽曲の魅力により深く迫
ることができます。ここでは、ドクター・キャピタルと一緒にポピュラー音楽の世界を探索
しましょう。

音楽って何だろう？　   ドクター・キャピタルによるポピュラー音楽探索

メロディーに注目すると… 《糸》

《何度でも》

《ばらの花》

中
なか

島
じま

みゆき作曲

中
なか

村
むら

正
まさ

人
と

、吉
よし

田
だ

美
み

和
わ

作曲

岸
きし

田
だ

 繁
しげる

作曲

この曲のキーは、　　　　　　の長音階で構成される　（へ長調）です。
メロディーには、この音階以外の音は一度も出てきません。

何度も登場するのが、右の のパターンです。音階を特徴付け
る から、最も安定した へと滑らかに下りていきます。

ポイント 1

ポイント 4

p.107 長音階と短音階

p.10

また、冒頭の8 小節では、この音階のうち の音だけが使われています。
この５音は「ペンタトニックスケール」と呼ばれ、世界各地の民謡などにみられ
る非常に親しみやすい音階です。

ポイント 2

メロディーのほとんど
がコードの構成音でつ
くられ、メロディーと
コードがよく調和して
います。

ポイント 3

この曲のキーは、　　　　　　　の長音階で構成される　（ニ長調）です。
この曲の大部分を印象的に彩

いろど
るピアノのパターンは、この７音のうち 以外の全ての音を１小

節の中に敷き詰めてつくられています。

ベースラインの変化によってコードが進行して
いきます。

曲想が突然変わる　 の部分は、 の長音階にはない音を含むコー
ド で始まります。　  の後半では、ベースラインが半音ずつ下
りていき、さまざまな響きのコードがギターによって演奏されます。

ポイント 1

ポイント 2

ポイント 3
　包み込むような安心感のある曲想に加え、普遍的で親しみやすいメロディー、だけど最後まで飽きさせない。
その秘密はメロディーの動きにあります。
　例えば、冒頭のフレーズは美しく滑らかにペンタトニックスケールを下りていきますが、最後は急に高い
音にとびます。この意外な展開は聴いている人の集中力をリフレッシュする効果があります。全体を通して、
この滑らかな進行と意外な跳躍がうまく絡

から
み合い、まるでステップやジャンプを美しくちりばめたフィギュ

アスケートのように、最初から最後まで人をひき付ける魅力的なメロディーに仕上がっています。

　コード進行の聴かせ方が非常に特徴
的な曲です。まず、ベースライン以外
のパートはほとんど同じパターンを演
奏し続けています。ピアノのパターン
は の長音階のほとんど全ての音を鳴
らしているので、ベースラインの変化
に応じて、常に複雑なニュアンスをもっ
た響きが感じられます。これは、イン
ドネシアを中心に演奏されるガムラン
の、一定の周期で何度も繰り返される
骨格旋律を思い起こさせます。一転して、
の部分は非常にドラマティックです。

聴いている人をハッとさせるようなコー
ドで始まり、ほんのり明るく前向きな
響きと、せつなくためらいがちな響き
を行ったり来たりしながら、あふれ出
す微妙な感情を繊細に表現しています。

ドクター・
キャピタル
のコメント 

● ドクター・キャピタルは、アメリカの音楽学者でミュージシャン。2014年から南カリフォルニア大学、2018年から北テキサス大学の教壇に立つ。
日本のポピュラー音楽に精通し、各楽曲の優れた点を音楽理論の視点から分かりやすく解説する動画「Dr. Capital’s JPOP講座！」を配信している。

p.12

p.30

●音楽の要素に注目して自分の好きなポピュラー音楽を聴き、その魅力に迫ろう。

● の部分のコードを好きな楽器で演奏し、響きの変化を味わおう。

● コード表（ p.110）と
左の楽譜を照らし合
わせ、メロディーと
コードの関係を確認
しよう。

ドクター・
キャピタル
のコメント 

ドクター・
キャピタル
のコメント 

ドクター・キャピタル

Aメロは均等な８
分音符のリズムで

す。Bメロは  で始まります。
サビの前半はスウィング  
のリズムになり16分音符が多用
されています。サビの後半はまた 

 のリズムに戻ります。

　のりやすいテンポの中で、リズムの工夫がたくさんみられます。例えば、Aメロの各フレーズは休符で始まり、
Aメロ全体の小節数はよくある４の倍数ではなく７小節です。これは、聴いている人の期待をいい意味で裏切ります。
また、Bメロの  は、内省的で落ち着いたAメロから、パワフルで跳びはねるようなサビに向けて心地よい流れ
をつくり出します。そして、サビの冒頭の「何度でも」のリズム  は１回1.5拍分です。これを４拍子の中で３
回繰り返すとそれぞれ違った感じのアクセントになり、３回の「何度でも」がどれも新鮮に聞こえてきます。

1

ポイント 1

● 原曲とは違うリズム（例：B
メロを均等な8分音符、サ
ビの前半を  のリズム)
で歌って、その雰囲気の違
いを感じ取ろう。

4

3	 音律（教科書p.52-53）

	 音階（教科書p.68-69）

実際にギターの弦で音を出しながらピュタゴラス音
律を学習することができます。

西洋音楽の基礎となったピュタゴラス音律を理解し、そ
れに基づいて「ドレミファソラシ」を導き出します。また、
中国の三分損益法、純正律と平均律の違いについても説
明しています。

西洋音楽、ガムラン音楽、アラブ古典音楽、インド古典
音楽の音階や旋法を比較して、それぞれの特徴を体感し
ます。

《赤とんぼ》の旋律から音階を抽出する活動を通して、
音階の考え方を学習することができます。

【ポイント】では、楽曲の音楽的特徴を分かりやすく
説明しています。

《糸》では、冒頭のメロディーが非常に親しみやすい
ペンタトニックスケール（五音音階）でつくられてい
ること、全曲を通してメロディーのほとんどがコー
ドの構成音でつくられていることなどを示しています。

【ポイント】で確認した音楽的特徴がどのような効果
を生んでいるのか、分かりやすく説明しています。

	 ドクター・キャピタルによるポピュラー音楽探索（教科書p.34-35）

アメリカの音楽学者で、日本のポピュラー音楽にも精通しているドクター・キャピタルと一緒に、
教科書に掲載されている日本のポピュラー音楽の楽曲の魅力に深く迫ります。

音楽って何だろう？
『高校生の音楽１』に引き続き、音楽そのものの魅力や不思議にさまざまな視点で迫るシリーズです。

ドクター・キャピタル

アメリカの音楽学者でミュージ
シャン。2014 年から南カリフォ
ルニア大学、2018 年から北テキ
サス大学の教壇に立つ。日本のポ
ピュラー音楽に精通し、Youtube
でさまざまな楽曲の優れた点を音
楽理論の視点から分かりやすく解
説 す る 動 画「Dr. Capital’s JPOP
講座！」を配信している。

	 社会の大きな変革と音楽家〜モーツァルトの場合〜　	➡本書p.62

4

1



サウンド系のBGMをつくる

メロディー系のBGMをつくる① メロディー系のBGMをつくる②

38 39

音を連ねたり重ねたりしたときの響きに気を付けながら、「サウンドピース」を反復させたり変化
させたりしてBGMをつくる。

3Step

37ページでつくった「メロディーの骨格」をもとに、拍子、リズム、テンポなどを工夫して、
表現したいイメージに合ったメロディーをつくる。

3Step

4Step つくりたいBGMのイメージに合うように工夫しながら、もう一つのパートをつくって重ねる。

友情～『走れメロス』のテーマ～音のまとまりを素直に生かすと……

大きく波打つような雰囲気にすると……

別のメロディーを付けた例

和音を付けた例

より明るい感じになるようにリズムを工夫すると……

キーボード①
（ブラスの音色）

キーボード②
（ブラスの音色）

キーボード③
（ストリングスの音色）

キーボード④
（ベースの音色）

a

a

b

b

※何度も演奏しながら仕上げていこう。
※楽譜に書いたり録音したりして記録しよう。

例3

例4

例5

例6

例7

変奏について 下の例のようなさまざまな方法を用いて、もとのメロディーを変化させることを「変奏」といいます。

もとのメロディー

変奏の例①

変奏の例②

変奏の例③

長調のメロディーを短調に変える

のメロディーを に変えて、テンポを遅くする

もとのメロディーにない音を加えたり、リズムを変化させたりする

A B愛する友は、おまえを信じたばかりに、…… 路傍の草原にごろりと寝ころがった。……

休み（先を急ぐ気持ちがなくなる）

例

例

変奏すると、もとのメロディーと
は違った雰囲気の音楽になるので、
いろいろな場面に合わせて使うこ
とができるようになるね。

より壮大なイメージのBGM
にしたいので、キーボード４
台で演奏できるように編曲し
ようと思います。　　　　　  の　　   をもとに

して３通りのメロディーを考
えたけれど、場面のイメージ
に合うのはどれかな。

※表現上の意図があるときには、 3Step  や 4Step  の段階で完成としてもよい。

※「メロディー系のBGMをつくる①」を省略し、既成の曲を用いて
　この活動だけを行ってもよい。

例22Step

1Step 「メロディー系のBGMをつくる①」でつくった曲を、
自分たちで演奏できる編成に編曲する。

「サウンドピース」を重ねるタ
イミングを変化させて、疲労
感が強くなっていくイメージ
を表現しようかな。

Aとは対照的に、時間の流
れがゆっくりになるイメー

ジの音楽にしたいな。

　　　　の　　　をもとに音の重
なり方を工夫してみたけれど、ど
ちらがイメージに合うかな。

例53Step

拍のない自由なリズムで 拍のない自由なリズムで

マレットの柄のほうで打つ

Let’s Play !実際に演奏して発表し合い、互いに意見を交換しよう。Let’s Play !

（教科書p.38）
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《うつろの心》の旋律には、 　       のリズムが多く用いられています。このリズムのまとまりを意識しながら、  

  の音に重心を置くように歌いましょう。

母音を延ばした後に「r」や「n」などの子音を軽く発音しましょう。
■パイジエッロのオペラブッファ（喜歌劇）《美しき水車小屋の娘》の第２幕で歌われる。
●ジョヴァンニ・パイジエッロ Giovanni Paisiello（1740～1816）は、イタリアの作曲家。80を超えるオペラ作品はいずれも、旋律の美しさと
明瞭な音楽表現を特徴とし、モーツァルト（ p.47）やベートーヴェン（ p.47）にも影響を与えた。
p.113 イタリア語の発音

 N
ネル
e

～の中に
l　　c

コール
o
心
r　　p

ピウ
i

もはや
ù　　n

ノン
o

～しない
n　　m

ミ
i

私には
　　s

セント
e
感じる
nto 　b

ブリッラール
r
輝く
illar　　l

ラ
a

［定冠詞］
　　g

ジョヴェントゥ
i
若さ
oventù; 

（もう私は心に感じられない　若さが光り輝くのを、）

 c
カジョン
a
原因
gion　　d

デル
e
～の

l　　m
ミオ
i

私の
o　　t

トルメント
o
苦悩
rmento,　　a

アモール
m
愛
or,　　s

セイ
e

～である
i　　c

コルパ
o
罪
lpa　　t

トゥ
u

あなたは
. 

（私の苦しみのもとは、愛よ、おまえのせいなのだ。）

 M
ミ
i

私を
　　p

ピッツィキ
i
つねる
zzichi,　　m

ミ
i

私を
　　s

ストゥッツィキ
t
突く

uzzichi,　　m
ミ
i

私を
　　p

プンジキ
u
刺す
ngichi,　　m

ミ
i

私を
　　m

マスティキ
a
かみ砕く
stichi; 

（おまえは私をつねり、突き、刺し、かみ砕く、）

 c
ケ
h
どのような
e　　c

コーザ
osa

～である
　　è

エ
　　q

クエスト
u
これは
esto,　　a

アイメ
h
ああ
imè?　　p

ピエタ
i
哀れみ
età,　　p

ピエタ
i
哀れみ
età,　　p

ピエタ
i
哀れみ
età! 

（ああ、これはどういうこと？　哀れみを、哀れみを、哀れみを！）

 a
アモーレ
m
愛
ore

～である
　　è

エ
　　   u

ウン
n

［不定冠詞］
　 c
チェルト
e
確実
rto　　c

ケ
h

～こと
e,　　c

ケ
h

～こと
e　 d

ディスペラール
i
絶望する
sperar　 m

ミ
i

私を
　　f

ファ
a

～させる
. 

（愛とは何かそんなもの、私を絶望させるそうしたもの。）

イタリア語の発音
イタリア語は、母音が日本語の母音とよく
似ているなど、日本語話者にとって発音し
やすい特徴をもっている。ただし、「ra」 「re」 
「ri」 「ro」 「ru」の部分を日本語話者が普通
に発音すると、「la」 「le」 「li」 「lo」 「lu」の
ように聞こえてしまう。「r」を巻き舌にして、
「l」と区別するよう注意して発音しよう。

母音の歌い方の例

　　　　　 やフレーズの大きな流れを感じて歌いましょう。また、３か所のフェルマータの表現を工夫しましょう。

※○は強拍の位置

※ 楽譜中の歌詞のカタカナ表記について：楽譜中の原語詞に付けられたカタカナは実際の演奏に即して付けてあるため、「原語歌詞とその意味」にある表記と異なる場合がある。

1

2

原語歌詞とその意味

歌唱 ポイントの 1 ８分の６拍子にのって歌うためには

うつろの心　Nネルel cコールor pピウiù nノンon mミ i s セント

ento
作詞者不明／畑

はた

中
なか

良
りょう

輔
すけ

日本語詞
G.パイジエッロ作曲

言
葉
の
美
し
い
響
き
を
感
じ
な
が
ら
、
拍
の
流
れ
に
の
っ
て
歌
お
う

ピ
ア
ノ
伴
奏

原
語
歌
詞
発
音

（教科書p.17）

5

表現 芸術歌曲、オペラのアリア、ポピュラーソング、ミュージカルや映画のナンバー、合唱曲など、
長い間親しまれてきた楽曲を豊富に掲載しています。

主な新規掲載の表現教材 	

•Born	This	Way	【歌唱】（教科書p.8）

独特のパフォーマンスやさまざまな慈善活動を通して人々
を応援し続けるレディー・ガガの代表曲です。多様性を幅
広く受け入れ、自分が自分であることを全肯定するメッセー
ジは、さまざまな立場の人々を勇気付けました。音源にの
せて楽しく歌うだけで、生きる力が湧いてきます。

•ばらの花	【器楽】（教科書p.30）

多くのミュージシャンに影響を与えている「くるり」の代表
曲です。シンプルで繊細なサウンドと美しく切ないメロ
ディーが、しみじみと心に響きます。編成は、歌、ピアノ、
ギター×２、打楽器で、どのパートも取り組みやすい難易
度で編曲しています。

•ロウ人形、音人形	【歌唱】（教科書p.22）

セルジュ・ゲンスブールの作詞・作曲によるフランスのポ
ピュラーソングです。シンプルで覚えやすいメロディーと
韻を踏んだ歌詞が非常に印象的です。比較的単純なコード
で進行していくので伴奏に挑戦することもできます。

場面のイメージに合ったBGMをつくる活動を通して、音楽
的な感性を働かせながら、創作に取り組むことができます。

手拍子
	 •クラッピング	カルテット	第２番（教科書p.24）

ギター
	 •Stand	By	Me（教科書p.28）

	 •Blackbird（教科書p.100）

アンサンブル（歌、ピアノ、ギター×２、打楽器）
	 •ばらの花（教科書p.30）

リコーダー
	 •ロンド（教科書p.102）

篠笛
	 •鼓動の舞（教科書p.26）

	 •秋の宵（教科書p.27）

•Blackbird	【器楽】（教科書p.100）

ギター１本と歌だけで聴かせるビートルズの楽曲です。作
曲者は「人権問題で苦しむ黒人女性たちを励ますために書
いた」と述べています。ギターは、少ない音数でさまざま
な表情のハーモニーを響かせており、練習しながら曲のよ
さを味わうことができます。

芸術歌曲、オペラのアリア
●日本語  
	 •からたちの花（教科書p.14）

	 •浜千鳥（教科書p.70）

●イタリア語  
	 •うつろの心（教科書p.16）

	 •カタリ	カタリ（教科書p.72）

	 •優雅な月よ（教科書p.74）

	 •愛の喜び（教科書p.76）

●ドイツ語  
	 •君はまるで花のよう（教科書p.18）

	 •おれは鳥刺し（教科書p.20）

	 •セレナード（教科書p.80）

	 •君を愛す（教科書p.84）

●フランス語  
	 •夢のあとに（教科書p.86）

ポピュラーソング、
ミュージカルや映画のナンバー
●日本語  
	 •糸（教科書p.10）

	 •何度でも（教科書p.12）

●英語  
	 •Born	This	Way（教科書p.8）

	 •Shall	We	Dance?【同二】（教科書p.98）

	 •雨にぬれても【同二】（教科書p.99）

●フランス語  
	 •ロウ人形、音人形（教科書p.22）

合唱曲
●日本語  
	 •夏は来ぬ【同三】（教科書p.90）

	 •流浪の民【混四】（教科書p.92）

	 •いざ起て戦人よ【男四】（教科書p.95）

●ラテン語  
	 •アヴェ	ヴェルム	コルプス【混四】
	 		（教科書p.96）

五線や音符を使わずに取り組める創作活動も充実して
います。

歌唱

器楽 創作（教科書 p.36-39）

英語以外の外国語曲には「原語歌詞
とその意味」を掲載しています。



夜の女王

●主な登場人物

　伝説の時代の古代エジプト。大蛇に追われて失神した王
子タミーノは、夜の女王の３人の侍女に助けられる。侍女
たちはタミーノに、高僧のザラストロにさらわれた夜の女
王の娘パミーナの肖像を見せる。肖像に一目惚

ぼ
れしたタミー

ノは、パミーナの救出に向かう。
　だがザラストロがパミーナをさらった目的は、夜の女王
が支配する「闇の世界」からパミーナを救い出し、彼が指導
する「光の世界」に導くためだった。ザラストロの意図を理
解したタミーノは、鳥刺しのパパゲーノと一緒にザラスト
ロの神殿の試練を受けることになる。立派に試練をくぐり
抜けたタミーノはパミーナと結ばれ、試練には落第したパ
パゲーノも、パパゲーナという恋人を得る。タミーノとパ
ミーナは、ザラストロの後継者として光の世界に迎えられ
る。一同がザラストロと光の世界をたたえるうちに幕。

あらすじ

タミーノ：パミーナに恋する王子
パミーナ：夜の女王の娘でタミーノの恋人
パパゲーノ：夜の女王に仕える鳥刺し p.20〈おれは鳥刺し〉
パパゲーナ：パパゲーノの恋人
夜の女王：「闇の世界」の支配者
ザラストロ：「光の世界」の支配者で、人々を導く賢者

　夜の女王がタミーノに、娘パミーナの救出を命じる劇的なアリア。

声を自由自在に操り、そこから生まれる音の連続で聴く者を圧倒する

オペラ歌手の技量を堪
たん

能
のう

しましょう。

　パパゲーノとパパゲーナが結ばれ、家族をつくる喜びを歌う二重唱。

「パパパ」と呼び合う冒頭の掛け合いが、形を変えて何度も繰り返され

る楽しい曲です。ユーモラスで幸福感にあふれた二重唱を聴きましょう。

●第１幕から夜の女王のアリア〈恐れなくともよい！〉

●第２幕から
　パパゲーノとパパゲーナの二重唱〈パパパ〉

庶民が楽しんだメルヘンオペラ
　《魔笛》は、庶民向けのメルヘンオペラである。タミーノの笛とパパゲーノの鈴という魔法の楽器が響くと、邪悪
な人間は善人となり動物たちも踊りだす。またタミーノはパミーナを救出し、パパゲーノはパパゲーナを求めるこ
とで、人間的に成長していく。ここには人間を個人として尊重し、道徳的陶

とう

冶
や

を理想とする啓
けい

蒙
もう

主義の思想が表れ
ている。

■ 《魔笛》は、1791年に発表されたモーツァルトのドイツ語オペラ（全２幕）。台本は興行主、俳優、歌手でもあったエマヌエル・シカネーダー（ p.20）
による。シカネーダーが支配人を務めるヴィーデン劇場でモーツァルト自身の指揮によって初演された。宮廷劇場ではなく、庶民が出入りする劇
場のためにつくられた作品で大好評を博すが、同年12月にモーツァルトは生涯を終える。

●モーツァルト p.47

試練

試練のお供

親
子

娘の
救出を依頼

恋人

敵対

恋人

＊メルヘンオペラ： メルヘン（ドイツのおとぎ話）に基づくオペラ。ドイツ語のオペラでしばしば取り上げられ、人気があった。魔女や魔
法などが題材として扱われることが多い。

東京二期会オペラ劇場 《魔笛》から

夜の女王
（闇の世界）

ザラストロ
（光の世界）

パミーナ タミーノ

パパゲーナ パパゲーノ

モーツァルト●オペラ 魔笛　D
ディー

ie Z
ツァォバーフレーテ

auberflöte

　18世紀までのヨーロッパの音楽は、国家や教会などの権威と強く結び付いていた。したがって、音楽家が生計
を立てるためには、音楽が必要とされた宮廷や教会に職を得る必要があり、「神童」ともてはやされたモーツァルト 
W
ヴォルフガング

olfgang A
アマデウス

madeus Mozartも例外ではなかった。
　モーツァルトの生地、オーストリアのザルツブルクは大
司教が統治する宗教の町であり、父レオポルトはこの地の
宮廷楽団のヴァイオリン奏者になって、やがて副楽長まで
出世した。モーツァルト自身は、13歳のときに同楽団の無
給のコンサートマスターとなり、16歳のときに給料が支払
われるようになった。その前後、モーツァルトはよりよい
就職先を探して、他のヨーロッパの諸都市へ演奏旅行に出
かける。しかし、転職活動はことごとく失敗し、やむなく
ザルツブルクの宮廷オルガニストに就任した。

　自分の類いまれなる才能を自覚していたモーツァルトは、その才能が生かせないザルツブル
クのような小さな町の宮廷勤めにうんざりしていた。そして1781年、25歳のとき、ついに父
の反対を押し切って宮廷を辞め、ウィーンで「フリーランス」の音楽家としての生活を始める。
その頃のウィーンは、皇帝ヨーゼフ2世が宗教寛容令や農奴解放令などの進歩的政策を次々に
打ち出し、改革の空気にあふれていた。ウィーンでの最初の数年間は、モーツァルトの人生の
中で最も輝かしい時期であった。貴族や裕福な市民たちに事前に予約を募るコンサートはいつ
も満席で、貴族の子女を対象にしたピアノレッスンの謝礼はよい定収入になった。1784年にモー
ツァルトが父に送った手紙には、「近々開く予定の3つのコンサートにはすでに100人の予約
があり（中略）午前中はピアノを教え、夕方にはほとんど毎日貴族の家で演奏している」と記さ

れている。また、オペラの注文もあり、1782年にヨーゼフ2世の依頼でオペラ《後宮からの逃走》を上演した。そして、
1786年にはオペラ《フィガロの結婚》（ p.44）、1787年にはオぺラ《ドン・ジョヴァンニ》（ p.45）を上演した。
　しかし、ヨーゼフ2世の一連の改革が突然撤回されてウィーンの社会に抑圧の空気が漂うようになったのと同時
期に、モーツァルトの人気も凋

ちょう

落
らく

していく。1789年のモーツァルトは「次のコンサートは予約が１人しかいない」
と知人に愚痴をこぼしている。そして1791年、オペラ《魔笛》（ p.46）を完成させ、同年12月に《レクイエム》を未
完のまま残し、35年という短い生涯を終えた。

　彼の死と前後して、ヨーロッパの社会は急激に変化していく。17世紀に確立された絶対王
政が綻びをみせ、キリスト教の精神に代わって人間の理性を重視する啓

けい

蒙
もう

主義が主流となって
いく。そしてついに1789年、フランス革命が起こった。国王や貴族に権力が集中する古い社
会を打ち崩し、自由で平等な個人、すなわち市民が主役になる社会を実現するために民衆が立
ち上がったのである。この社会の大きな変革はさまざまな形でヨーロッパ中に波及していき、
現代まで世界中に大きな影響を与えた。このような社会変革の影響は、音楽にも及んだ。作
曲家ベートーヴェンL

ルートヴィヒ

udwig v
ヴァン

an Beethovenは、ハイドンやモーツァルトの音楽を吸収して、
早くから独自の次元を切り拓

ひら

いた。貴族や教会のためというよりも、自分自身の考えや思いを
表現するために創作活動を行ったのだ。この
背景には、フランス革命による身分制度の揺らぎと市民勢力の高
まりがあった。また、お金を払えば誰でも入場できる公開コンサー
トが定着し始めたのもこの時代であった。

ヨーゼフ2世の母マリア・テレジアに
演奏を披露する6歳のモーツァルト

ゲヴァントハウス
1781年にドイツ・ライプツィヒにオープンしたコンサートホールで、宮廷楽
団に起源をもたない世界最古の市民オーケストラ「ゲヴァントハウス管弦楽団」
の本拠地。

モーツァルト
（1756～1791） 

ベートーヴェン
（1770～1827）

歌詞の大意（譜例は一部分）：お前が娘の救世主になり、勝利すれば、彼女はお前のもの。
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音楽って何だろう？　  社会の大きな変革と音楽家～モーツァルトの場合～2

（教科書p.46）

夜の女王

●主な登場人物

　伝説の時代の古代エジプト。大蛇に追われて失神した王
子タミーノは、夜の女王の３人の侍女に助けられる。侍女
たちはタミーノに、高僧のザラストロにさらわれた夜の女
王の娘パミーナの肖像を見せる。肖像に一目惚

ぼ
れしたタミー

ノは、パミーナの救出に向かう。
　だがザラストロがパミーナをさらった目的は、夜の女王
が支配する「闇の世界」からパミーナを救い出し、彼が指導
する「光の世界」に導くためだった。ザラストロの意図を理
解したタミーノは、鳥刺しのパパゲーノと一緒にザラスト
ロの神殿の試練を受けることになる。立派に試練をくぐり
抜けたタミーノはパミーナと結ばれ、試練には落第したパ
パゲーノも、パパゲーナという恋人を得る。タミーノとパ
ミーナは、ザラストロの後継者として光の世界に迎えられ
る。一同がザラストロと光の世界をたたえるうちに幕。

あらすじ

タミーノ：パミーナに恋する王子
パミーナ：夜の女王の娘でタミーノの恋人
パパゲーノ：夜の女王に仕える鳥刺し p.20〈おれは鳥刺し〉
パパゲーナ：パパゲーノの恋人
夜の女王：「闇の世界」の支配者
ザラストロ：「光の世界」の支配者で、人々を導く賢者

　夜の女王がタミーノに、娘パミーナの救出を命じる劇的なアリア。

声を自由自在に操り、そこから生まれる音の連続で聴く者を圧倒する

オペラ歌手の技量を堪
たん

能
のう

しましょう。

　パパゲーノとパパゲーナが結ばれ、家族をつくる喜びを歌う二重唱。

「パパパ」と呼び合う冒頭の掛け合いが、形を変えて何度も繰り返され

る楽しい曲です。ユーモラスで幸福感にあふれた二重唱を聴きましょう。

●第１幕から夜の女王のアリア〈恐れなくともよい！〉

●第２幕から
　パパゲーノとパパゲーナの二重唱〈パパパ〉

庶民が楽しんだメルヘンオペラ
　《魔笛》は、庶民向けのメルヘンオペラである。タミーノの笛とパパゲーノの鈴という魔法の楽器が響くと、邪悪
な人間は善人となり動物たちも踊りだす。またタミーノはパミーナを救出し、パパゲーノはパパゲーナを求めるこ
とで、人間的に成長していく。ここには人間を個人として尊重し、道徳的陶

とう

冶
や

を理想とする啓
けい

蒙
もう

主義の思想が表れ
ている。

■ 《魔笛》は、1791年に発表されたモーツァルトのドイツ語オペラ（全２幕）。台本は興行主、俳優、歌手でもあったエマヌエル・シカネーダー（ p.20）
による。シカネーダーが支配人を務めるヴィーデン劇場でモーツァルト自身の指揮によって初演された。宮廷劇場ではなく、庶民が出入りする劇
場のためにつくられた作品で大好評を博すが、同年12月にモーツァルトは生涯を終える。

●モーツァルト p.47

試練

試練のお供

親
子

娘の
救出を依頼

恋人

敵対

恋人

＊メルヘンオペラ： メルヘン（ドイツのおとぎ話）に基づくオペラ。ドイツ語のオペラでしばしば取り上げられ、人気があった。魔女や魔
法などが題材として扱われることが多い。

東京二期会オペラ劇場 《魔笛》から

夜の女王
（闇の世界）

ザラストロ
（光の世界）

パミーナ タミーノ

パパゲーナ パパゲーノ

モーツァルト●オペラ 魔笛　D
ディー

ie Z
ツァォバーフレーテ

auberflöte

　18世紀までのヨーロッパの音楽は、国家や教会などの権威と強く結び付いていた。したがって、音楽家が生計
を立てるためには、音楽が必要とされた宮廷や教会に職を得る必要があり、「神童」ともてはやされたモーツァルト 
W
ヴォルフガング

olfgang A
アマデウス

madeus Mozartも例外ではなかった。
　モーツァルトの生地、オーストリアのザルツブルクは大
司教が統治する宗教の町であり、父レオポルトはこの地の
宮廷楽団のヴァイオリン奏者になって、やがて副楽長まで
出世した。モーツァルト自身は、13歳のときに同楽団の無
給のコンサートマスターとなり、16歳のときに給料が支払
われるようになった。その前後、モーツァルトはよりよい
就職先を探して、他のヨーロッパの諸都市へ演奏旅行に出
かける。しかし、転職活動はことごとく失敗し、やむなく
ザルツブルクの宮廷オルガニストに就任した。

　自分の類いまれなる才能を自覚していたモーツァルトは、その才能が生かせないザルツブル
クのような小さな町の宮廷勤めにうんざりしていた。そして1781年、25歳のとき、ついに父
の反対を押し切って宮廷を辞め、ウィーンで「フリーランス」の音楽家としての生活を始める。
その頃のウィーンは、皇帝ヨーゼフ2世が宗教寛容令や農奴解放令などの進歩的政策を次々に
打ち出し、改革の空気にあふれていた。ウィーンでの最初の数年間は、モーツァルトの人生の
中で最も輝かしい時期であった。貴族や裕福な市民たちに事前に予約を募るコンサートはいつ
も満席で、貴族の子女を対象にしたピアノレッスンの謝礼はよい定収入になった。1784年にモー
ツァルトが父に送った手紙には、「近々開く予定の3つのコンサートにはすでに100人の予約
があり（中略）午前中はピアノを教え、夕方にはほとんど毎日貴族の家で演奏している」と記さ

れている。また、オペラの注文もあり、1782年にヨーゼフ2世の依頼でオペラ《後宮からの逃走》を上演した。そして、
1786年にはオペラ《フィガロの結婚》（ p.44）、1787年にはオぺラ《ドン・ジョヴァンニ》（ p.45）を上演した。
　しかし、ヨーゼフ2世の一連の改革が突然撤回されてウィーンの社会に抑圧の空気が漂うようになったのと同時
期に、モーツァルトの人気も凋

ちょう

落
らく

していく。1789年のモーツァルトは「次のコンサートは予約が１人しかいない」
と知人に愚痴をこぼしている。そして1791年、オペラ《魔笛》（ p.46）を完成させ、同年12月に《レクイエム》を未
完のまま残し、35年という短い生涯を終えた。

　彼の死と前後して、ヨーロッパの社会は急激に変化していく。17世紀に確立された絶対王
政が綻びをみせ、キリスト教の精神に代わって人間の理性を重視する啓

けい

蒙
もう

主義が主流となって
いく。そしてついに1789年、フランス革命が起こった。国王や貴族に権力が集中する古い社
会を打ち崩し、自由で平等な個人、すなわち市民が主役になる社会を実現するために民衆が立
ち上がったのである。この社会の大きな変革はさまざまな形でヨーロッパ中に波及していき、
現代まで世界中に大きな影響を与えた。このような社会変革の影響は、音楽にも及んだ。作
曲家ベートーヴェンL

ルートヴィヒ

udwig v
ヴァン

an Beethovenは、ハイドンやモーツァルトの音楽を吸収して、
早くから独自の次元を切り拓

ひら

いた。貴族や教会のためというよりも、自分自身の考えや思いを
表現するために創作活動を行ったのだ。この
背景には、フランス革命による身分制度の揺らぎと市民勢力の高
まりがあった。また、お金を払えば誰でも入場できる公開コンサー
トが定着し始めたのもこの時代であった。

ヨーゼフ2世の母マリア・テレジアに
演奏を披露する6歳のモーツァルト

ゲヴァントハウス
1781年にドイツ・ライプツィヒにオープンしたコンサートホールで、宮廷楽
団に起源をもたない世界最古の市民オーケストラ「ゲヴァントハウス管弦楽団」
の本拠地。

モーツァルト
（1756～1791） 

ベートーヴェン
（1770～1827）

歌詞の大意（譜例は一部分）：お前が娘の救世主になり、勝利すれば、彼女はお前のもの。
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音楽って何だろう？　  社会の大きな変革と音楽家～モーツァルトの場合～2

（教科書p.47）

6

モーツァルトの生き方と、その少し
後に活躍したベートーヴェンの生き
方との比較を通して、各作品をより
深く鑑賞することができます。

貴族社会から市民社会への変化は、音
楽家の生き方そのものを変えてしまう
ほどの出来事でした。ここでは、モーツァ
ルトの人生をたどりながら、彼がいか
に社会の情勢に振り回されていたかを
解説しています。

各作品を理解するための必要最低限のあらすじを掲載
しています。

主な登場人物とその関係性について視覚的に理解する
ことができます。

各作品のよさを味わうことができる聴きどころを紹介
しています。

各作品とその文化的・歴史的背景との関わりを理解す
ることができます。

作品名 フィガロの結婚
（教科書p.44）

ドン・ジョヴァンニ
（教科書p.45）

魔笛
（教科書p.46）

初演 1786年 1787年 1791年

言語 イタリア語（宮廷の言葉） ドイツ語（庶民の言葉）

概要
庶民が貴族を懲らしめる

貴族批判の物語
大貴族が地獄に落ちる

貴族社会の崩壊を描いた物語
光の世界が闇の世界に打ち勝つ

＝市民社会が貴族社会に打ち勝つ物語

社会の大きな変革と音楽家〜モーツァルト三大オペラ〜（教科書 p.44-47）

鑑賞：西洋音楽
西洋音楽の鑑賞では、作品紹介だけにとどまらず、それぞれの作品をより深く味わうためのさまざまなアプローチ
を提案しています。

1789年のフランス革命をきっかけにヨーロッパの社会は大きく変わっていきました。その前後を生きたモーツァルトの３つ
のオペラ作品の鑑賞を通して、音楽作品とその文化的・歴史的背景との関わりを理解します。



　初演が大スキャンダルとなったのは、音楽の斬新さだけでなく、バレエの
前衛的な振り付けのためでもありました。優雅や洗練といったそれまでのバ
レエのイメージからかけ離れた、粗野でぎこちない動作による《春の祭典》の
踊りが、当時の人々の目にどのように映ったのか、想像しましょう。

●《春の祭典》初演時のバレエの様子を見よう

『コメディア』紙 1913年５月31日付に掲載された
《春の祭典》初演時のバレエダンサーの写真

「……リズムがすばらしい活気と驚くべき多
様性を示しているとしても、旋律線はいかに
も頼りない。和声にも特別な情感はなく、楽
想の発展や配置にも見るべきところがない。
　要するに、この芸術作品の根本はひどく貧
弱で、全く原始的で単純である。だからこそ、
その色あせた姿を際

きわ
立ったものに見せるため

に、乱暴で刺激的な外見的細工を施している
のだ」

『ル フィガロ』紙　1913年５月31日付

「……イーゴリ・ストラヴィンスキー氏の尋常ならざる音楽につ
いては、確信がもてないかもしれないが、肯定すべきであろう。
確かに音楽は、不協和音を使用する限度をはるかに超えていた。
ひたすらなる誇張への明らかな偏愛がみられ、ときには極めて醜
悪である。少なくとも我々1913年の人間には、そう感じられる。
［中略］きしんだ響きの執

しつ
拗
よう
な連続の中には、注目すべき旋律的輪

郭が浮かび上がり、魅力的なリズムの生命が震え、色鮮やかな和
音の花々が咲き誇っているというのに、我々にはそれが理解でき
ないのだ」

『ルヴュ フランセーズ ド ミュジック』誌　1913年６・７月号

●《春の祭典》の初演の批評を読んで、当時の人々の反応について考えよう

　大騒動となった初演では、ストラヴィンスキーの刺激的な音楽表現に対して、嫌
けん
悪
お
を訴える抗議の声と、反対にその表現

に賛同する人々の声とが飛び交い、果てはつかみ合いになってけが人が出るほどだったといいます。音楽史上まれに見る大
スキャンダルの様子は、当時のフランスの新聞批評などからもうかがい知ることができます。

バレエ《春の祭典》第２部から

●イーゴリ・ストラヴィンスキー Igor Stravinsky （1882～1971）は、ロシアの作曲家。バレエ・リュスのディアギレフから依頼さ
れた３つのバレエ音楽《火の鳥》《ペトルーシュカ》《春の祭典》によってパリでセンセーショナルなデビューを果たし、時代の寵

ちょう
児
じ
となった。

特に《春の祭典》は、音楽における原始主義の代表作である。彼の作風は時代によって異なり、さまざまなスタイルの作品を書いている。
1939年にアメリカへ亡命。1959年に来日し、NHK交響楽団を指揮した。その際、武

たけ

満
みつ

徹
とおる

（1930～1996）の《弦楽のためのレクイ
エム》を聴いて絶賛したのをきっかけに、武満が国際的に評価されるようになった。

バレエ《春の祭典》の初演の復活上演の舞台全景（第１部）から
初演時に使用されたリョーリフ（レーリヒ）N

ニコライ
ikolai Rerikh（1874～

1947）の背景画が再現されている。彼はドイツ系ロシア人の画家で、好
んで考古学や古代スラヴ世界に画題を求めた。《春の祭典》の初演では、舞
台デザイン、衣装デザインを担当した。

初演から100年以上たっ
た現代の私たちは、この
音楽を聴いてどのように
感じるかな？

足を内股にしたり、首や腕を
不自然に曲げたりしているよ。
クラシックバレエのポーズと

は違っているね。

上の批評を参考にして、《春
の祭典》のリズムや響きが
当時の人々にどのような印
象を与えたか考えよう。

ニジンスキーの振り付け

20世紀初頭の音楽

　《春の祭典》の振り付けをしたのは、興行師ディアギレフが創設したバレエ・
リュス（ロシアバレエ団）のダンサーであるニジンスキー V

ヴァーツラフ

aslav Nijinsky
（1890～1950）であった。ニジンスキーは、太古のロシアにおける春の儀式
を表現するために、前衛的な振り付けを提案した。それは、足を内股にして
跳躍したり（クラシックバレエでは通常外股で足の運び方にも決まった型が
ある）、首を斜めに傾けたりと、伝統的なクラシックバレエでは考えられな
いものであった。しかし、こうした大胆な振り付けが、初演で聴衆の騒動を
引き起こす原因の一つとなってしまった。

　19世紀末から第一次世界大戦が始まる頃にかけて、多くの作曲家が新しい試みを取り入れた音楽を創作するよ
うになり、特に大戦前には、早くも戦後の音楽を予感させる作品が生み出された。ドビュッシー C

クロード

laude Debussy（1862
～1918）のバレエ音楽《遊戯》、シェーンベルクA

アルノルト

rnold Schönberg（1874～1951）の室内楽伴奏付きの連作歌曲集
《月に憑

つ

かれたピエロ》、ストラヴィンスキーのバレエ音楽《春の祭典》がその例である。ドビュッシーは、長・短調
以外の音階や独自の和声を使った色彩感あふれる音楽の手法をさらに推し進め、主題やテンポが流動的で形式を感
じさせない《遊戯》を作曲した。シェーンベルクは、人の内面に秘められた感情を調性に頼らずに表現することを追
求し、《月に憑かれたピエロ》では和声の使い方や旋律のつくり方に斬新さがみられるほか、語るように歌う特殊な
歌唱法を用いた。ストラヴィンスキーの《春の祭典》は、不規則なアクセントを伴う激しいリズムや複数の調を同時
に使用する強烈な響きなどにより、本来人間がもっている生命力をダイレクトに表現している。
　バロックや古典派の時代のように、一つのスタイルがさまざまなジャンルで支配的に用いられることは、20世
紀の音楽にはみられなくなり、むしろ多様なスタイルの音楽が多くの作曲家によって次から次へと生み出されるよ
うになった。

バレエ《春の祭典》第１部から

　全２部から構成される《春の祭典》は、キリスト教が
布教される以前の、人々が自然の神々を信仰する太古
のロシアを舞台にしている。第１部は、春が訪れた大
地への祝賀を表している。若者たちがシャーマンと運
命を占っているところに、乙女たちがやってきて春の
踊りを踊る。やがて若者たちも加わり遊戯へと発展す
る。そこへ長老が登場し春の大地を祝福、人々は激し
く踊り大地と一つになる。
　第２部は、生

いけ
贄
にえ
の場面である。輪になって歩む乙女

たちの儀式は夜を徹して続き、生贄となる１人の乙女
を選ぶ。選ばれた乙女は賛美され、生贄の踊りを踊っ
た末に息絶え、長老たちによって神にささげられる。

あらすじ
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ストラヴィンスキーのバレエ《春の祭典》の初演では、その聴きなれない音楽に対して聴衆が大騒動を起こしました。
ここでは、実際に音を鳴らして、その斬新なリズムや和音の特徴を確認しながら、作品の魅力を味わいます。

●リズムと和音を調べよう

◆リズムを打とう

・４分の２拍子を意識しながら、　　　  の①（ホルンのリズム）と②（弦楽器群のリズム）を手拍子などで打ちましょう。
・２つのグループに分かれて打ったり、①と②のリズムを左右に分けて１人で打ったりしましょう。

①

②

　使われている和音とその組み合わせを調べよう

（　 ）
C

　初演を聴いた人々に鮮烈な印象を与えた《春の祭典》の音楽は、実際にどのようにつくられているのでしょうか。
〈春の兆し̶乙女たちの踊り〉の冒頭の部分を例に、リズムと和音の特徴を確認しましょう。

　リズムの特徴を調べよう
・冒頭の８小節では、弦楽器群が荒々しい響きの不協和音で拍を刻み続け、
原始的な雰囲気をつくり出しています。拍には、不規則にアクセントが
付けられています。

・８本のホルンは、弦楽器群と同じ和音を、アクセントのタイミングに合
わせて、鋭くほえるように演奏します。

　この部分は、下に示した２つの和音のみで作曲されています。

◆演奏しよう

　　　　を、キーボードやピアノなどで分担して演奏しましょう。

・　 　は属七の和音、 は長三和音です。どちらも古典派、ロマ
ン派の時代を通じて広く用いられた和音です。ピアノなどで弾
いて、それぞれの響きを確かめましょう。

・冒頭の８小節では、　　と を同時に鳴らし、故意に半音のぶ
つかりをつくり出しています。それぞれの和音の響きと２つの
和音を重ねたときの響きを聴き比べましょう。

半音のぶつかりが不協和な響きを生み出します。

　1913年にパリで行われた、ストラヴィ
ンスキーのバレエ《春の祭典》の初演では、
演奏が始まるやいなや、聴衆はその聴き
慣れない音楽に対して大騒動を起こしま
した。
　《春の祭典》の音楽は、それまでの音楽
にはほとんどみられなかった新しい表現
方法を用いており、それはまた20世紀
以降の音楽に現れる特徴の一つでもあり
ました。ここでは、《春の祭典》の第１部
から〈春の兆

きざ
し─乙女たちの踊り〉の部分

を聴き、この曲の斬新さや魅力を味わい
ましょう。

　　　     と を同時に鳴らすと…

●春の兆し─乙女たちの踊り バレエ音楽《春の祭典》から 

若者たちが一斉に飛び上がり、１列になってひざまずく。

ストラヴィンスキー

若者たちが運命を占っている。そこへ、シャーマン（呪術師）である老女がやってくる。

やがて乙女たちが登場し、春の踊りを踊る。

若者たちと乙女たちが一緒に踊り始め、しだいに熱狂していく。

バレエ《春の祭典》の初演の復活上演（マリインスキーバレエ、シャンゼリゼ劇場）
1913年5月29日に初演された《春の祭典》は、この年完成したパリのシャンゼリゼ劇場の
最初のシーズンを飾る公演だった。ちょうど100年目にあたる2013年5月29日、同劇場
で初演時の振り付けや舞台美術、衣装などを再現した《春の祭典》の復活上演が行われた。
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和音に注目して… リズムに注目して…

当時の反応は？
（教科書p.49）

（教科書p.49）

（教科書p.50）

●リズムと和音を調べよう

◆リズムを打とう

・４分の２拍子を意識しながら、　　　  の①（ホルンのリズム）と②（弦楽器群のリズム）を手拍子などで打ちましょう。
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●春の兆し─乙女たちの踊り バレエ音楽《春の祭典》から 

若者たちが一斉に飛び上がり、１列になってひざまずく。

ストラヴィンスキー

若者たちが運命を占っている。そこへ、シャーマン（呪術師）である老女がやってくる。

やがて乙女たちが登場し、春の踊りを踊る。

若者たちと乙女たちが一緒に踊り始め、しだいに熱狂していく。

バレエ《春の祭典》の初演の復活上演（マリインスキーバレエ、シャンゼリゼ劇場）
1913年5月29日に初演された《春の祭典》は、この年完成したパリのシャンゼリゼ劇場の
最初のシーズンを飾る公演だった。ちょうど100年目にあたる2013年5月29日、同劇場
で初演時の振り付けや舞台美術、衣装などを再現した《春の祭典》の復活上演が行われた。
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　死や死への不安をテーマにした西洋音楽の作品では、しばしばグレゴリオ聖歌《怒りの日》の旋律が引用されてき
ました。ここでは、《怒りの日》の冒頭部分を歌って旋律の雰囲気を感じ取り、この旋律が工夫して用いられた作品
を聴いて、それぞれの作品のよさを味わいましょう。

●怒りの日　D
ディーエス

ies i
イーレ

ræ　 弔いの鐘が鳴り響き、ファゴットとチューバによって
《怒りの日》の旋律が重々しく演奏される。

ベルリオーズ●魔女の夜
や

宴
えん

の夢　《幻想交響曲》から　S
ソ　ジュ

onge d
ン

’
デュヌ

une n
ニュイ

uit d
デュ

u S
サバ

abbat

●死の舞踏　T
トーテンタンツ

otentanz リスト

　《幻想交響曲》は、「ある芸術家が美しい女性に失恋し、その悲しみのあまり
アヘンを飲んで自殺を図るが死にきれず、恐ろしい夢を見る」という物語に基
づいて作曲されています。《怒りの日》が登場する第５楽章は、「魔女の夜の宴

うたげ
」

の場面です。魔女たちの宴が始まり、その中で自らが葬
ほうむ
られるという夢の中の

情景が描かれています。

　グレゴリオ聖歌は、中世の時代からローマ・カトリック教会の典礼で歌われた聖歌で、ラテン語の歌詞による単旋律
の音楽です。原則として無伴奏で歌います。
　《怒りの日》の歌詞には、世界の最後の日にキリストが再臨し、全ての死者たちを過去の過

あやま
ちとともによみがえらせて、

天国へ行く者と地獄へ行く者とに分ける「最後の審判」の様子が描かれています。キリスト教の死生観では、人は死んだ
後、煉

れん
獄
ごく
という場所で、背負った罪を火によって浄化しながら「最後の審判」の日を待つと考えられています。

　この曲は、《怒りの日》の旋律をもとにした、ピアノとオーケストラのための変奏曲です。リストは、イタリアのピサ
を訪れた際に見た『死の勝利』という壁画から霊感を得て、この曲を着想しました。死の恐怖を音楽で表現するこの曲は、
非常に劇的で迫力に満ち、かつては彼の有名なピアノ協奏曲以上の人気を集めたといわれています。

●エクトル・ベルリオーズ Hector Berlioz（1803～1869）は、フランスの作曲家。標題音楽の創作に力を注ぎ、「イデー フィ
クス（固定楽想）」と呼ばれる決まった旋律によって、特定のイメージやキャラクターを象徴する手法を生み出した。オーケス
トラでの革新的な楽器の使い方も考案し、『近代楽器法と管弦楽法』という著作も残した。彼の標題音楽の創作技法は、リスト
やヴァーグナー R

リヒャルト
ichard Wagner（1813～1883）らに大きな影響を与えた。

＊標題音楽：詩や物語、絵画、情景、人物など、曲の内容を特定する具体的な題材に基づいてつくられた音楽。

●フランツ・リスト Franz Liszt（1811～1886）は、ハンガリーの作曲家、ピアニスト。ピアノの名手（ヴィルトゥオーソ）と
して19世紀のヨーロッパ全土にその名を知らしめた。作曲家としては《超絶技巧練習曲集》《ハンガリー狂詩曲》《愛の夢》な
ど数々のピアノの名作を残したほか、ベートーヴェン（ p.47）の交響曲のピアノ編曲なども行った。また、オーケストラによっ
て文学的、絵画的な内容を描く「交響詩」というジャンルを確立した。

＊ ヴィルトゥオーソ：19世紀に登場した、卓越した演奏技術によって驚異的な超絶技巧を披露する演奏家。
もとはイタリア語で「名人」を意味する。

『死の勝利』（14世紀フレスコ画、部分）
ピサ大聖堂に付属する納骨堂カンポサ
ントの壁に描かれている。当時の大司
教の命により、イタリアの画家ブファ
ルマッコが描いたと考えられている。
「死の勝利」とは避けられない死を意味
する。絵の左下には、さまざまな身分
の人々が死と出会う様子が、中央部分
には、死後に魂が引き剝がされ、天使
に連れられて天国へ昇る者や、悪魔に
よって火の山に投げ込まれる者の様子
が描かれている。

独奏ピアノとティンパニが荒々しく鳴り響く中で、オーケストラの低音楽器が
《怒りの日》の旋律をいかめしく演奏する。

グレゴリオ聖歌

壁画には第二次世界大戦中の1944年に受けた空襲による損傷の跡が見られる。

訳：怒りの日、その日こそ、この世は破壊され、灰に帰します。ダヴィデとシビラの預言のとおりに。

p.104 オーケストラの編成
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　この曲には《怒りの日》の冒頭の４つの音が死の象徴として使われています。２組の合唱団による二重合唱に弦楽合奏
が加わります。作曲されたのは、1670年代の早い時期と推測されています。
＊プローズ：散文。

シャルパンティエ

各声部で《怒りの日》の冒頭の４つの音が死の象徴として用いられている。

●マルカントワーヌ・シャルパンティエ Marc-Antoine Charpentier（1643～1704）は、フランスの作曲家。ルイ14世の時
代に活躍し、同時代の宮廷作曲家であるリュリに並ぶ音楽家と見なされていた。1680年代初めには、ルイ14世の王太子に
仕えたり、シャルトル公フィリップの音楽教師を務めたりした。1698年には、サント・シャペルの楽長の座（当時ヴェルサ
イユ宮殿の王室礼拝堂の監督に次いで権威ある地位であった）に就くなど高い名声を得た。劇作家モリエールの一座のために
作曲したコメディバレ《強制結婚》や、《テ デウム ニ長調》、オラトリオ《ソロモンの裁き》、ミサ曲《マリアは天に上げられて》
などの宗教作品がある。

《怒りの日》を歌って
気付いたことを書こう。
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時代を超えて鳴り響く《怒りの日》

《
怒
り
の
日
》を
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う

独奏ピアノが華々しく活躍する中で、金管楽器などが《怒りの日》の旋律を勇ましく鳴り響かせる。

ラフマニノフ●パガニーニの主題による狂詩曲 第24変奏　Rhapsody on a Theme of Paganini

　ラフマニノフは《怒りの日》の旋律を愛好し、自作品によく取り入れた作曲家
として知られています。《パガニーニの主題による狂詩曲》では、まず第７変奏
に《怒りの日》が登場し、第10変奏は《怒りの日》の旋律をもとにした変奏曲と
なるほか、最後の第24変奏のクライマックスの部分でも《怒りの日》の旋律が
演奏されます。
　彼は他のさまざまな楽曲でも《怒りの日》の旋律を用いていますが、もととな
る素材は同じでも、そこから生み出される音楽の性格は実に多様です。例えば、
《ヴォカリーズ》の冒頭はレガートで流麗、《交響曲第２番》第２楽章の冒頭は勇
壮、《交響的舞曲》第３楽章の終盤は躍動的、といった性格をもっています。

イザイ●無伴奏ヴァイオリン ソナタ 第2番 第１楽章　S
ソナトゥ

onate p
プール

our v
ヴィオロ

iolon
ン

 s
スール

eul n
ニュメロ

o.2
ドゥ

トロンボーンを中心に、低音の管楽器が
《怒りの日》の旋律に基づく美しい響きを奏でる。

マーラー●交響曲第２番《復活》 第５楽章　S
ズィンフォニー

infonie N
ヌマー

r.2
ツヴァィ

　この曲は、フランスの名ヴァイオリニストであったジャック・ティボー（1880～
1953）のために書かれました。イザイは11歳のティボーと出会い、その演奏スタイル
を非常に愛していたといわれています。全4楽章からなり、第１楽章には〈執念〉、第２
楽章には〈憂鬱〉、第３楽章には〈亡霊の踊り〉、第４楽章には〈復

ふく
讐
しゅう
の女神たち〉という副

題が付けられています。ここでは第１楽章を聴きましょう。

　この楽章は、マーラー自身が記した次のような構想に基づいて作曲
されています。「終末のときが訪れ、最後の審判が始まる。皆が逃げ惑い、
絶叫する。黙示録のトランペットの響き。……静寂の中、聖者たちが『復
活せよ……』と歌う。そこに神の栄光が現れ、全ては至福に満たされる。」
楽章の前半で、《怒りの日》に基づく旋律がたびたび登場します。
　《復活》という通称は、この楽章の後半に合唱を取り入れるきっかけ
となった、18世紀ドイツの詩人クロプシュトックの賛歌『復活』に由来
するものです。

●ウジェーヌ・イザイ Eugène Ysaÿe（1858～1931）は、ベルギーのヴァイオリニスト、作曲家、指揮者。幼い頃から音楽の
才能を発揮し、1880年代からソリストとしてヨーロッパ各地で活躍した。その高い演奏技術と表現力は、聴衆だけでなく、
他の弦楽器奏者からも称賛を受けた。また、フランク、ショーソン、ドビュッシーなどフランスを代表する作曲家から作品の
初演を任された。作曲家としての活動は、ヴァイオリンのための作品がほとんどであり、全６曲からなる《無伴奏ヴァイオリ
ン ソナタ》op.27は彼の代表作の一つである。

●グスタフ・マーラー Gustav Mahler（1860～1911）は、オーストリアの作曲家、指揮者。ヨーロッパ各地の歌劇場で指揮
や芸術監督の仕事をし、1897年よりウィーン宮廷歌劇場の芸術監督、翌年にはウィーン・フィルハーモニー管弦楽団の指揮
者に就任する。作曲家としては、主に交響曲と歌曲のジャンルに名作を残した。《交響曲第８番（千人の交響曲）》をはじめ、交
響曲に声楽をしばしば導入したことで知られる。彼の交響曲は、大規模な編成により、甘美な旋律と強烈な喧

けん
騒
そう
とが突然入れ

替わる非連続的な構造を特徴とする。

●セルゲイ・ラフマニノフ Sergey Rakhmaninov（1873～1943）は、ロシアの作曲家、ピアニスト、指揮者。1917年の
ロシア革命後はアメリカに渡り、亡

な
くなるまでの25年間を過ごした。主にチャイコフスキー P

ピョートル
yotr I

イリイチ
l’yich Tchaikovsky

（1840～1893）などのロシアの作曲家から影響を受け、極めてロマンティックで叙情的な音楽を作曲した。また、ショパン 
F

フレデリック
rédéric Chopin（1810～1849）やリスト（ p.41）と同様、一流のピアニストとしても活躍し、自作品を自ら演奏するタイ

プの最後の作曲家といわれる。

●ニコロ・パガニーニ Nicolò Paganini（1782～1840）は、イタリアのヴァイオリニスト、作曲家。ヴァイオリンの名手（ヴィルトゥオーソ）
（ p.41）として知られる。彼の作品の特徴でもある高度な演奏技巧が生み出す音楽は、音楽家たちに多くの刺激を与えた。「パガニーニの主題」
とは、彼のヴァイオリン独奏曲《24のカプリッチョ》の最終曲の主題のことである。ラフマニノフの他、リストやブラームス J

ヨハネス
ohannes 

Brahms（1833～1897）など多くの作曲家がこの主題に基づいた作品を残している。

●黛 敏郎（1929～1997）は、日本の作曲家。1949年に東京音楽学校（現在の東京芸術大学音楽学部）を卒業。在学中から映画
音楽なども手がけた。フランス政府給費留学生としてパリ国立音楽院で学び、帰国後は芥

あくた
川
がわ
也
や
寸
す
志
し
（1925～1989）、團

だん
伊
い
玖
く

磨
ま
（1924～2001）とともに「３人の会」を結成するなど作曲活動を展開させていった。日本初のミュジック・コンクレート作
品《Ｘ・Ｙ・Ｚ》をはじめ、当時の最新テクノロジーを駆使した前衛音楽を作曲して注目を集めた。一方、代表作の《涅槃交響曲》、
オペラ《金閣寺》のように文学や仏教思想などの日本の伝統と結び付いた作品も多く残した。

＊ミュジック・コンクレート：具体的な音（人の声や騒音、自然の音など）を録音し、それを加工・変形した音楽。

p.104 オーケストラの編成
◆W

ヴィーダー
ieder s

ゼーァ
ehr b

ブラィトゥ
reit：再び非常に幅広く

映画『天地創造』にも使われた《怒りの日》
　ジョン・ヒューストン監督の映画『天地創造』（1966年公開）は、聖書にあるアダムと
イヴ、ノアの方

はこ

舟
ぶね

、バベルの塔などの物語を壮大に描いた作品である。この映画の音楽
を担当したのが日本の作曲家、黛

まゆずみ

敏
とし

郎
ろう

である。アダムとイヴがエデンの園で蛇に唆
そそのか

さ
れて神から禁じられていた知恵の樹

き

の実（リンゴ）を食べてしまい、楽園を追放されるシー
ンで《怒りの日》の旋律が用いられた。
　当初、映画の音楽を依頼されたのはストラヴィンスキー（ p.50）であったが、彼が断わっ
たため、監督とプロデューサーは、《涅

ね

槃
はん

交響曲》を聴いて気に入った黛を抜
ばっ

擢
てき

したという。
黛は当時、日本国内では多数の映画音楽を手がけていたが、ハリウッドでは無名だった。
彼が『天地創造』に付けた音楽はたいへん高く評価され、公開された年のアカデミー賞の
作曲賞にノミネートされた。

アクセントの付けられた音が、《怒りの日》の旋律を奏
かな
でている。

曲づくりの構想や作品の世界観に応じて、同じ旋律をい
かにうまくアレンジできるかが作曲家の腕の見せどころ
なんだね。同じ旋律であっても、それぞれの作曲家の作
風が生かされていて、オリジナリティーを感じるね。

42 43

（教科書p.42-43）

（教科書p.40-41）

7

《怒りの日》がそれぞれの作品でどのように
引用されたのか、譜例で分かりやすく示し
ています。

QR 音源を参考に《怒りの日》を実際に
歌ってその雰囲気を感じ取り、各作品
を鑑賞する際の手がかりとすることが
できます。

ホルンのリズムと弦楽器群の
リズムを手拍子などで打ち、
不規則なアクセントがもたら
す効果を体感します。

 と の和音をそれぞれ鳴らした後、
２つの和音を同時に鳴らし、その独
特な響きを体感します。

当時の新聞批評から、
聴衆の反応をうかがい
知ることができます。

時代を超えて鳴り響く《怒りの日》（教科書 p.40-43）

音楽史上の大事件となった《春の祭典》（教科書 p.48-51）

西洋音楽の作品では、「最後の審判」の様子が描かれたグレゴリオ聖歌《怒りの日》の旋律がしばしば引用されてきました。こ
こでは、グレゴリオ聖歌《怒りの日》を含めた７つの作品の鑑賞を通して、それぞれの作品のよさを味わいます。



日本音楽の鑑賞では、日本の伝統音楽の大まかな流れと共通する特徴を理解するページの他、平家、能、地歌、義
太夫節の鑑賞ページを収録しました。それぞれに、実際に声を出して体験するコーナーがあり、実感を伴った学習
ができるよう配慮しています。

　平家一族の興隆と没落を描いた『平家物語』は、源平の合戦で滅亡した平家一族の鎮
魂と仏教の布教のために、鎌倉時代の初め（13世紀前半）につくられたといわれています。
文学作品として有名ですが、本来は琵

び
琶
わ
法師が琵琶の伴奏で語る音楽作品です。この

音楽のことを平家（平
へい
曲
きょく
とも）といいます。14世紀から15世紀にかけて流行し、京都で

は貴族や僧侶たちが、地方では大名や武将たちが喜んで聴いた記録が残っています。
その後古典音楽として、茶道や連

れん
歌
が
の集まりで鑑賞されたり、葬儀や法事などの折の

音楽として演奏されたりしました。江戸時代には、知的で優雅な稽古事として平家を
楽しむ人も現れ、譜本（楽譜）が作られました。
　琵琶法師も含めて、平家の伝統を担

にな
ってきたのは一貫して盲人音楽家で、江戸時代に三

さん
曲
きょく
（ p.54）の世界で活躍

しながら、平家も大切に伝えてきました。明治維新後、平家は衰退に向かいました。その中で、名古屋の盲人箏
そう
曲
きょく

家たちが21世紀までこの伝統を伝え、現在では晴眼の演奏家も活躍するようになっています。

雅楽 声明

平家

三曲

能楽

文楽歌舞伎

日本の伝統音楽の成立時期
●雅楽… 宮廷や寺社で用いられる儀式音楽だが、それだけでなく平

安貴族たちが演奏して楽しみ、その楽器や理論はのちの日
本音楽に大きな影響を与えた。

●声明… 仏教儀式で僧侶が歌う宗教的な声楽曲だが、貴族たちが稽
古したり鑑賞したりすることもあった。

●平家… 『平家物語』は文学作品として有名だが、中世には琵
び
琶
わ
法師

が琵琶の伴奏で語る音楽として流行した。
●能楽… 中世に成立した芸能で、優美な歌舞劇である能と、滑稽な

せりふ劇である狂
きょう
言
げん
からなる。

●三曲… 地
じ
歌
うた
、箏

そう
曲
きょく
、胡

こ
弓
きゅう
楽、尺

しゃく
八
はち
楽を含むが、地歌に箏

こと
や胡弓が

参加したり、箏曲に三味線や尺八が参加したりするなどして、
しばしばお互いのレパートリーを共有して合奏も楽しむ。

●歌舞伎… 江戸時代の庶民の娯楽として発展し、長
なが
唄
うた
や常

と き わ
磐津

づ
節
ぶし
、

清
きよ
元
もと
節
ぶし
などの音楽と結び付いている。また陰

かげ
囃
ばや
子
し
と呼ば

れる効果音楽も用いる。
●文楽… 江戸時代に発達した人形劇で、その伴奏音楽は、創始者の

名前をとって「義
ぎ
太
だ
夫
ゆう
節
ぶし
」と呼ばれる。

日本音楽の特徴

平家の語りに挑戦

●多様な音楽が併存する
　上述のように、成立時期の異なるさまざまな音楽が今
日まで併存して伝えられてきていることは世界的にみて
も珍しい。雅楽は天皇を中心とする貴族社会で、能楽は
武家社会で伝えられ、歌舞伎や文楽は庶民の間で楽しま
れたというように、近代になるまでは、それぞれの音楽
を享受する社会的なグループが異なっていた。

　平家は琵琶の弾き語りで演奏されます。声のパートは、曲
きょく

節
せつ

という旋律型の組み合わせで
作曲されています。地の語りには口

く

説
どき

、優美な場面には中
ちゅう

音
おん

、合戦には拾
ひろい

、嘆きは折
おり

声
こえ

、怒
りは強

こうの

声
こえ

、というように、詞章の内容にふさわしい曲節を選んで旋律がつくられています。
　模範演奏をよく聴いてまねしましょう。

●外来の音楽を独自に発展させる
　日本は、古代にはアジア大陸から雅楽や声明を取り入れ、室町時代末期
（戦国時代）には三味線を取り入れたが、こうした外来の音楽や楽器を変化
させて日本独自の音楽文化をつくり出した。一方で雅楽の箏や琵琶のよう
に中国から伝来した当初の楽器の形を残しているものもあり、これらは、
東アジア全体の音楽の歴史を考えるためにも貴重な資料になっている。

●唱
しょう

歌
が

で伝承する
　日本には、昔からさまざまな楽譜があるが、実際の稽古の場では、師匠から弟子へ口
伝えで音楽を伝えることが重視されてきた。日本人は楽器の音を口で言い表すことがと
ても得意である。「ドンドンカッカッカ」といえば太鼓、「ピーヒャラ」といえば笛、「コ
ロリンシャン」といえば箏だということが、すぐに分かる。これらを唱歌という。こう
した唱歌を稽古の場でもよく用いる。

●ことばと音楽が深く関わる
　日本の伝統音楽には声楽が多く、その旋律やリズムは、日本語と深い関係がある。日本語のアクセントや等拍のリ
ズムを反映させて意味を分かりやすく伝えたり、あるいはわざとアクセントから逸脱したり、一つの文字を長く引き
延ばしたりして、豊かな表現を可能にしている。日本人は歌うことを好んだため、日本の文学作品には、『平家物語』
のように、音楽の詞章として成立したものや、音楽と結び付いたものがたくさんある。

『踊
おどり
形
けい
容
よう
江
え
戸
ど
絵
えの
栄
さかえ
』から（国立劇場蔵）

歌舞伎を楽しむ庶民の様子が描かれている。

雅楽の稽古の様子

螺
ら
鈿
でん
紫
し
檀
たんの
五
ご
絃
げん
琵
び
琶
わ
(正倉院蔵)

　日本には、さまざまな伝統音楽が今日まで伝えられてきています。奈良時代や平安時代から続く雅
が
楽
がく
や声

しょう
明
みょう
、鎌

倉時代に誕生した平
へい
家
け
、室町時代に完成された能

のう
楽
がく
、江戸時代に流行した室内楽の三

さん
曲
きょく
、歌

か
舞
ぶ
伎
き
や文

ぶん
楽
らく
といった劇

場の音楽などがあります。またアイヌや沖縄、そして各地の郷土の音楽が、日本の音楽文化をさらに豊かにしてい
ます。

平家の楽譜を編
へん
纂
さん
した荻

おぎ
野
の
検
けん
校
ぎょう

(1731/32～1801)

『平家物語』はどの

ような音楽だった

のだろう？

●《生
いけ
食
ずき
》から口説

　《生食》は、源
みなもとの

頼
より
朝
とも
の秘蔵の名馬の名前です。源氏の武将、木

き
曽
そ
義
よし
仲
なか
は、

平家を都から追い落としますが、鎌倉の頼朝は義仲を快く思わず、弟の範
のり

頼
より
と義

よし
経
つね
に義仲追討を命じます。ここが上に挙げた部分で、物語の発端を

ことばに近い「口説」という単純な旋律型で語り進めるところです。譜本で
は「上」という記号が頻繁に用いられていて、これが昔の京都のアクセント
を反映しているともいわれます。口説は、平家の基本となる曲節です。

●《祇
ぎ
園
おん
精
しょう
舎
じゃ
》から中音

　《祇園精舎》は『平家物語』全編の序曲にあたる章段
です。声をゆったりと引き延ばしながら優雅に歌う「中
音」という曲節で、荘重に語り始めます。ことばの
意味内容を伝えるよりも、美しい節回しや声の技巧
を聴かせることに主眼があります。平家には、江戸
時代に整然とした楽譜が作られました。例えば「ぎ
をん」の「を」や「かねのこゑ」の「ね」には同じ記号が
用いられ、旋律も同じであることに気付くでしょう。

詞
章
《
祇
園
精
舎
》か
ら

祇ぎ

園を
ん

精
し
ゃ
う

舎じ
ゃ

の
、
鐘か
ね

の
声こ
ゑ

、

詞
章
《
生
食
》か
ら

鎌か
ま

倉く
ら

の
前さ
き

の
兵
ひ
ゃ
う

衛ゑ
の

佐す
け

頼よ
り

朝と
も

、

木き

曽そ

が
狼ら
う

藉ぜ
き

し
づ
め
ん
と
て
、

範の
り

頼よ
り

・
義よ
し

経つ
ね

を
先さ
き

と
し
て
、

数す

万ま
ん

騎ぎ

の
軍ぐ
ん

兵
び
ゃ
う

を
差さ

し
上の
ぼ

せ
ら
れ
け
る
が
、譜本 譜本

＊晴眼：視覚に障害がないこと。

古代
（7～12世紀）

中世
（13～16世紀）

近世
（17～19世紀）

現代
（20世紀～）

※詞章は歴史的仮名遣いで示している。

挑
戦
す
る
詞
章
は
こ
こ
か
ら

こ
こ
ま
で

挑
戦
す
る
詞
章
は
こ
こ
か
ら

こ
こ
ま
で

●琵琶
　伴奏に用いる平家琵琶は、雅

が

楽
がく

の琵琶（楽琵琶）とほぼ同じ形をしていますが、やや小型で、柱
じゅう

（フレット）が 5柱ありま
す（楽琵琶は 4柱）。ほぼ水平に楽器を構え、先の広がった撥

ばち

で4本の弦を弾きます。伴奏といっても琵琶は語りの前奏や
息継ぎに用いられるだけで、声と同時に演奏することはまれです。なお、平家琵琶の撥の形は三味線に引き継がれます。
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日
本
の
伝
統
音
楽
の
特
徴
を
理
解
し
よ
う

平
家
の
語
り
に
挑
戦
し
、
平
家
の
特
徴
を
感
じ
取
ろ
う

日本の伝統音楽 平
へ い

家
け

演
奏

参
考
楽
譜

日
本
各
地
の
民
俗
芸
能
の
特
徴
を
理
解
し
、
そ
の
魅
力
を
味
わ
お
う
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　日本各地を見渡すと、人々の生活の中で生まれ、伝承されている特色あふれる伝統音楽が多くあります。こうし
た伝統音楽は民俗芸能（郷土芸能）と民謡に大きく分けられます。民俗芸能は、神

かぐら
楽や獅

し
子
し
舞
まい
、盆踊りなど、年中行

事や祭りなどで行われる芸能で、地域社会の中で伝承されています。中には、能や歌舞伎など都で生まれた芸能が
地方に伝わり、古い形を残しているものもあります。民謡は、仕事や娯楽、祝いの席などで歌われてきた歌です。
現在では民謡教室などで稽古を重ね、ステージや催しで歌われることが一般的です。ここでは、日本各地の伝統音楽
のうち、民俗芸能の特徴を理解し、その魅力を味わいましょう。

●自分の住んでいる地域に伝わる民俗芸能を調べ、その魅力を味わおう。

　富山県富山市八
やつ

尾
お

町
まち

の祭りで、
毎年9月1日から3日にかけて行
われます。「風の盆」とは、農作物
を台風などの風害から守り、豊作
を祈る風祭りだといわれています。
江戸時代初め、町の外に流出して
いた重要な文書を取り戻したこと
を祝って老

ろう

若
にゃく

男
なん

女
にょ

が３日間踊りな
がら町を練り歩いたのが始まりと
されています。明治になると、三
味線の伴奏で歌われる民謡《おわ
ら節》に合わせて踊られるように
なりました。現在のように、弓で
弾く胡

こ

弓
きゅう

が加わって哀愁を帯びた
曲調となり、勇壮な男踊りと優雅
な女踊りに整えられたのは、昭和
初めのことです。

　東京都台東区の浅草神社の祭
りで、浅草神社の氏子の町を中
心に、毎年5月第3金曜日から
日曜日に行われます。三社祭の
「三社」は、浅草神社の昔の名前
である三社大

だい

権
ごん

現
げん

社に由来しま
す。いつ頃から始まったのかは
不明ですが、江戸時代以前は観
音祭といわれ、隔年で船祭も行
われていました。現在の三社祭
は、初日におめでたい木

き

遣
や

り歌
を歌ったのち、踊りや囃

はや

子
し

屋台
などの大行列が浅草神社まで練
り歩き、拝殿で「神事びんざさ
ら舞」を奉納します。２日目は
氏子たちの神

み

輿
こし

約100基が神社
でお祓

はら

いを受けたのち、各町内
を回ります。最終日は神社の神
輿3基が各町内を回ります。こ
の3日間は神輿を担

かつ

ぐ掛け声や
江戸の祭囃子で町中がにぎわい
ます。

　和歌山県那
な

智
ち

勝
かつ

浦
うら

町
ちょう

の熊野那
智大社で、毎年 7月 14日に行
われる「那智の火祭」の中で奉納
される田楽です。笛の伴奏で直

ひた

垂
たれ

姿に笠
かさ

をかぶった腰太鼓4人
とビンザサラ4人が、稲作を模
倣する舞や所作を行い、最後に
烏
え

帽
ぼ

子
し

をかぶったシテテン2人
が舞って豊作を祝います。いつ
始まったのかは明らかではあり
ませんが、室町時代の文書によ
ると、京都からやってきた2人
の田楽法師から習った田楽舞を
祭りで演じたのが始まりとされ
ます。現在の那智の田楽は、何
度かの断絶と再興を経て、大正
10年に復興したときの形で行わ
れています。

　岩手県花巻市の鳥
と

谷
やが

崎
さき

神社の祭り
で、毎年9月第2金曜日から日曜日
に行われます。花巻の町をつくった
戦国武将、北

きた

信
のぶ

愛
ちか

が戦勝を祈願して
行った観音祭

まつり

が始まりといわれてい
ます。花巻まつりでは、鹿をかたどっ
た頭

かしら

を着け、白くて長いササラとい
う棒を背負った10人ほどが一団と
なり、腰に付けた太鼓を打ちながら
踊る「鹿

しし

踊
おどり

」が披露されます。これは
東北地方を中心に伝承されている「し
し踊」と呼ばれるものの一つです。
「しし」の意味は地域によって異なり、
鹿の他にも、猪

いのしし

、カモシカなどを指
すことがあります。また、しし踊は、
花巻まつりのような「太鼓踊り系」と、
長い幕を振りながら踊る「幕踊り系」
に大別されます。

風の盆

花巻まつり 岩手県

三
さ ん

社
じ ゃ

祭
まつり

東京都

那
な

智
ち

の田
で ん

楽
が く

和歌山県

江戸の祭囃子で使われる主な楽器
（太鼓、鉦

かね
、笛）

富山県

日本各地の伝統音楽

8

日本の伝統音楽

日本各地の伝統音楽

鑑賞：日本音楽

他にも、能《羽衣》、地歌《黒髪》《越後獅子》、義太夫節《一谷嫰軍記》〈組討の段〉
を同様に掲載しています。

（教科書p.54-55）

（教科書p.60-61）

6

平家

義太夫節
人間の喜怒哀楽を
ドラマティックに表現する太

た

夫
ゆう

と三味線

能
物語の情景描写を支える囃

はや

子
し

（左から太
たい
鼓
こ
、大

おお
鼓
つづみ
、小

こ
鼓
つづみ
、笛
ふえ
）

『平家物語』を語る琵
び

琶
わ

法師
『七十一番職人歌

うた
合
あわせ
』（東京国立博物館蔵）から

地
歌 江戸時代のポピュラー音楽「地歌」のおさらい会　『歌

か

曲
きょく

時
さらえ

習考
こう

』 1805年版からp.57

p.58

p.56

p.55

太鼓：小
こ
寺
てら
真
ま
佐
さ
人
と
　大鼓：亀

かめ
井
い
洋
よう
佑
すけ

小鼓：成
なり
田
た
達
たつ
志
し
　笛：杉

すぎ
 信
しん
太
た
朗
ろう

太夫：豊
とよ
竹
たけ
呂
ろ
勢
せ
太
た
夫
ゆう
　三味線：鶴

つる
澤
ざわ
藤
とう
蔵
ぞう
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嫰

今回扱った平家、能、地歌、義太
夫節のそれぞれの魅力を伝える絵
や写真を口絵に掲載しました。

（教科書p.6）

日本の伝統音楽の主な種目の
成立時期を大まかに示し、そ
れぞれの種目について簡単に
説明しています。

文学作品として知られている『平家
物語』が実は音楽作品であることな
ど、平家の歴史や特徴について説
明しています。

『平家物語』の冒頭「祇園精舎の
鐘の声」がどのような音楽だっ
たのか、QR 動画の演奏を参考
にして、実感を伴いながら学習
することができます。

日本の伝統音楽の特徴を以下の４つ
のテーマで説明しています。
　 多様な音楽が併存する
　 外来の音楽を独自に発展させる
　 唱歌で伝承する
　 ことばと音楽が深く関わる

1
2
3
4

今回は、日本各地の伝統芸能の中から、
以下の４つの芸能を取り上げています。

 ● 風の盆（富山県）
 ● 花巻まつり（岩手県）
 ● 三社祭（東京都）
 ● 那智の田楽（和歌山県）

音が実際に聞こえてきそう
な写真とともに、各芸能の
由来、音楽的特徴を説明し
ています。
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鑑賞：世界の諸民族の音楽
世界の諸民族の音楽では、『ラーマ物語』を題材にしたアジア諸国の芸能を聴き比べる教材と、カメルーンの熱帯雨
林で暮らす民族の音楽を紹介した旅行記を掲載しています。

熱帯雨林の中で体験した音楽や、都市部で出会ったポピュ
ラー音楽について、実体験に基づいて記述しています。

孫悟空で馴染みの深い『西遊記』についても触れ、
各芸能を身近に感じられるようにしました。

　紀元前の古代インドで生まれたとされる『ラーマ物語』。
この文武に秀

ひい
でた英雄ラーマ王子を主人公とする冒険物語は、

多くの言語に翻案されて周辺諸国へと広まり、今日、アジ
アで最も知られている物語の一つとなっています。中でも、
インドの詩人ヴァールミーキがサンスクリット語で著した
とされる『ラーマーヤナ（ラーマ行状伝）』は特に有名であり、
全7編、2万4000詩節からなる大叙事詩で、紀元前３世紀
から紀元後３世紀頃までの間に成立したと考えられています。その内容は、北インドのコーサラ国の王子ラーマが、
弟ラクシュマナや猿の軍神ハヌマトの力を借りて魔王ラーヴァナを倒し、誘拐されていたシーター妃を救い出すと
いうものです。
　アジア諸国では、この『ラーマ物語』に各地の文化や生活習慣と結び付いた新たな息

い
吹
ぶき
が吹き込まれ、歌や音楽、

文学、演劇、舞踊などが融合したさまざまな芸能の形で親しまれ続けています。ここでは、ラーマ王子と魔王との
戦いの場面に着目して、異なる音楽芸能を聴き比べ、それぞれの音楽的特徴を理解しましょう。　

インド
インドネシア

中国

タイ

　カタカリは、インド南西部ケーララ州のマラヤーラム語による
ヒンドゥー教の神話劇です。16～17世紀頃から王族の庇

ひ

護
ご

のも
と、ヒンドゥー寺院で男性のみによって上演されてきました。『ラー
マ物語』も主要なレパートリーの一つです。
　「カタ」は物語、「カリ」は舞踊という意味です。舞台脇に立った
語り手たちが、太鼓や小型シンバルなどの打楽器を演奏しながら
歌や語りによって物語を進め、派手な化粧と独特の衣装を着けた
踊り手たちは、無言のまま顔の豊かな表情や手の動きによって演
じます。
　インドでは、『ラーマ物語』はカタカリ以外にもさまざまな芸能
で上演されます。一般にヒンドゥー教徒にとって、ラーマは神の
一人であり、聖典である『ラーマ物語』の上演は、いずれも娯楽と
いうより儀礼と見なされています。

●シーターの婿選びの場面
　誰も持ち上げられなかったシヴァ神の弓を、ラーマは軽々
と持ち上げ、シーターを妻に迎える。

●ラーマと弟ラクシュマナが魔王ラーヴァナと戦う場面
　ラーマの放つ矢は強力でラーヴァナの首をはねるが、ラー
ヴァナは魔力ですぐに復活してしまう。

細密画に描かれた
『ラーマ物語』

　『ラーマ物語』は、音楽や舞踊劇、文学作品に取り上げられただけではなく、絵画や遺跡
のレリーフなどにも描かれている。17世紀後半に北インドで描かれた細密画を見てみよう。

　ワヤンクリは、インドネシアで行われている影絵人形芝居です。「ワヤン」は影、
「クリ」は皮革を意味し、人形は水牛の革で作られています。
　今日、インドネシアはイスラーム教国ですが、10世紀頃にインドから伝わっ
た『ラーマ物語』は、ヒンドゥー教徒の多いバリ島はもちろん、ジャワ島でも人
気のある物語の一つとして、ワヤンクリ以外の芸能でも盛んに上演されています。
　「ダラン」と呼ばれる男性の語り手が１人で何体もの人形を操りながらせりふ
とト書きを語り分け、夜通し演じ続けます。
青銅の打楽器を中心としたインドネシア独特
の合奏音楽「ガムラン」の演奏とともに上演さ
れるのが特徴です。

スクリーンの後ろから見たワヤンクリ（ジャワ島）

影絵人形には細かい透かし彫りと彩色が施され、
そのまま見ても楽しめる。

スクリーンの

後ろから見ても
楽しめるね。

　コーンは、タイ版『ラーマ物語』である『ラーマキエン（ラーマの栄光）』を演じる
仮面舞踊劇で、タイの宮廷で保護されてきました。コーンの語源は明らかではあ
りませんが、『ラーマ物語』は13世紀後半にはタイへ伝わり、アユタヤ王朝期（1351
～1767）には芸能として成立していたようです。
　ラーマの名はしばしば王名にも付され、現王朝の初代ラーマ１世（1737～
1809）がコーンのために編

へん

纂
さん

した《ラーマキエン》は最高傑作とされています。
　踊り手たちにせりふはなく、仮面や先のとがったかぶり物を着けて踊り、物語
は音楽家たちの歌や語りによって進められます。木琴、ゴング類を中心とした古
典音楽の器楽合奏「ピーパート」の演奏とともに上演されるのが特徴です。 《ラーマキエン》の上演

ピーパートの演奏

横長の両面太鼓マッダラム（左手前）と円筒形の太鼓チェンダ（左奥）
いちばん右側に立つのは語り手で、小型ゴングや小型シンバルを打
ちながら歌い語る。踊り手の緑色の化粧は、その人物が英雄である
ことを示している。

タイコーン
カタカリ インド

ワヤン クリ インドネシア

『ラーマ物語』の影響を受けた『西遊記』（中国）
　16世紀の明

みん

の時代に成立した『西遊記』に登場する孫
そん

悟
ご

空
くう

は、『ラーマ物語』
の猿の軍神ハヌマトをモデルにしたといわれており、この『西遊記』に基づく作
品《孫悟空大

だい

鬧
どう

天
てん

宮
ぐう

》が京
ジン

劇
ジュ

でも上演されている。
　京劇は、中国の北

ペ

京
キン

を中心に発達してきた舞踊劇で、約200年の歴史をも
つとされる。役者は、唱

チャン

（歌）、念
ニエン

（せりふ）、做
ズオ

（しぐさ）、打
ダー

（立ち回り）の４つ
の表現要素をバランスよくこなし、舞台袖の音楽家たちは役者の動きに合わせ
て、甲高い音の単

ダン

皮
ピー

鼓
グー

や拍
パイ

板
バン

、大小の銅
トン

鑼
ルオ

、二
アル

胡
フー

、三
サン

弦
シエン

、笛
ディー

子
ズ

などで合奏する。 京劇西遊記《孫悟空大鬧天宮》の上演

男性のみで演じられるところや

派手な化粧が歌舞伎と似ているね。

62 63

同
じ
物
語
を
題
材
と
し
た
芸
能
の
特
徴
を
理
解
し
よ
う

『ラーマ物語』を題材とした芸能

ワ
ヤ
ン 

ク
リ

（教科書p.62-63）

64 65

１日目

出発

２～４日目

世界をめぐれ！アフリカ音楽のDNA～カメルーン～地
域
の
風
土
や
生
活
、
文
化
や
伝
統
と
、
そ
れ
ら
が
育
ん
だ
音
楽
と
の
関
わ
り
を
理
解
し
、
音
楽
的
視
野
を
広
げ
よ
う

　この旅のきっかけは、大学の図書館で出会った1枚のCDである。それは、
カメルーンの熱帯雨林で暮らすバカという民族の音楽を収録したものだった。
「アフリカ音楽は太鼓をドンドンたたいて激しく踊るもの」というイメージ
をもっていたが、聴いてみると、川の水を太鼓に見立てた演奏や女性たち
の合唱は、複雑なのに森の環境音とも調和した不思議な音楽で、この音楽
が生み出される森と現地の人々に興味が湧いた。そして冬休み、文化人類
学の先生の紹介で、バカ族が暮らすマラパ村に行けることになった。

　何種類もの予防接種を終えて準備は万端。大阪からパリまでは約
12時間、パリからカメルーンの首都ヤウンデまでは約7時間の空の
旅である。パリの空港の搭乗口で並んでいると、カメルーン人のラッ
パーでJ

ジョヴィ
OVIという名前の男性が話しかけてきた。ヒップホップの話

で盛り上がり、仲よくなって連絡先を交換した。

　ヤウンデ・ンシマレン国際空港で飛行機
を降りるとむわっとした湿気に包まれた。
ホテルに荷物を置いて、市場で食料や蚊

か
帳
や

を調達し、明日からの旅程を確認して就寝。

　マラパ村へは、バスを3回乗り継いで地方都市モルゥンドゥに行き、
そこからバイクタクシーを使う。道のりは思った以上に困難だった。
でこぼこした雨季の道路は険しく、バスはひどく揺れる。ぬかるみに
はまると乗客は全員降ろされ、男性客全員でバスを押してやっと抜け
出す、ということが何度もあった。二日半かけてようやくマラパ村に
たどり着いたときには、全身、汗と泥まみれになっていた。

　朝、ブッペンジャーさんが森の奥に連れていってく
れた。少し開けたところに大きな葉がたくさん重ねら
れてできたモングルという家が立ち並んでいた。そこ
で、ボンジョップさんという男性が、アイタという弦
楽器を演奏してくれた 。アイタの素朴な音色と優
しいボンジョップさんの声が交ざり、まるで森の鳥や
虫たちも彼と合奏しているようだった。それまで自分
の中にあった「音楽」とは違う音楽がそこにあった。私
が聴きほれていると、「君にもアイタを作ってあげよ
うか」と言ってくれた。彼はなたで白い木を切り始め、
目の前でアイタを作ってくれた 。

　夕方頃になると女性たちが合唱を始めた。図書館で聴いたCDに
も入っていたイェリという歌だった。狩りに出かけた男性のもとへ
獲物がおびき寄せられるようにと歌い継がれてきたものだそうだ。
やがて夜が更

ふ
け、太鼓の音が森に響き渡り、音楽の熱気が充満して

いった。すると突然、森の奥から葉っぱに身を包んだ何かが姿を現
した。村人は「あれは“ユア”という精霊だよ」と言う。みんなで輪に
なってユアを囲み、夜明けまで一緒に歌い踊った 。

　別れの日。ブッぺンジャーさんに「みんなにバカ語でありがとう
が言いたい」と伝えると、「我々の言葉には、それにあたる言葉がな
いんだよ」と言われて驚いた。しかたないのでフランス語で
「M

メルスィ
erci」と言うと、みんなは「そんな言葉は必要ないよ」といった風

に笑った。　アイタを持ってバイクタクシーにまたがると、ドライバー
はすぐにアクセルを踏み始めた。振り返ると、村人がこちらへ走っ
てくるのが見えた。バイクは、汗も涙も吹き飛ばして加速した。

　ヤウンデのホテルでテレビを見ていると、空港で出会ったJOVIが
出てきてびっくりした。翌朝彼に電話すると、彼の友人でラッパー兼
プロデューサー、M

ミスター
r.N

ンドンゴ
dongoのスタジオに行くことに。そこはスタ

ジオというよりは小さな部屋で、スピーカーとマイク、それにパソコ
ンが1台あった。楽曲制作、レコーディング、ミキシング、マスタリ
ング、音楽配信サイトへのアップロードという工程の全てがここで完
結するのだという 。その日もわずか2時間で新曲が生まれ、すぐ
さま世界中に配信された。それは隣国のナイジェリアやガーナで流行
の「アフロビーツ」というスタイルを取り入れた楽曲だった。驚いたこ
とに、その楽曲には、マラパ村で演奏されていたのと同じリズムパター
ンが組み込まれていた。あとで調べてみると、これはサハラ以南のア
フリカの多くの音楽にみられる通称「ベル・パターン」だった。森の伝
統音楽と都市のポピュラー音楽は同じ「音楽のDNA」をもっているのだ。

　帰国後、欧米諸国のシングルチャートでもアフロビーツを取り入れた《One Dance》という楽曲が第1位になっ
ていた。伝統音楽の一部であり、ポピュラー音楽の一部でもある。アフリカのリズムはまだまだ奥が深そうだ。

　村の人々に「私はあなたたちの音楽と森が大好きでここまで来たんです」
とフランス語で伝えると、一人の男性がバカ語に訳してくれ、それを聞い
た村の人々は音楽で答えてくれた 。その日は、バカ語に訳してくれたブッ
ペンジャーさんという男性の家に泊めてもらえることになった。ガスも水
道も電気もなかったが、森の湧き水や蒸したプランテン(バナナの一種)
はおいしく、赤い土壁でできた家は風通しがよくて気持ちよかった。夜が
深まるにつれ、猿や鳥や虫たちが鳴く森の音がしだいに大きくなっていく。
小さな部屋で目を閉じると、全身が森の音に包まれ、まるで自分が森の一
部になったように感じられた。

大学の図書館で出会ったCD
『Heart of the Forest』

ユア

アイタを作っているところ
アイタを演奏する
ボンジョップさん

モングル

バカ族の人々と…（筆者は前列左）

ベル・パターンの例
拍 1 2 3 4

パターンA × × × × ×
パターンB × × × × × × ×
パターンC × × × × × × ×

Mr.Ndongoのスタジオ

ヤウンデの街並み

カメルーンまでの道のり

赤い土壁の家

蒸したプランテン

雨季の道路

音楽旅行記

１日目

５日目

６日目

後日

７～9日目

矢
や

野
の

原
はら

佑
ゆう

史
し

 
大学院生（当時）

日本

ヤウンデ
（カメルーン共和国）

パリ

※これは実体験に基づいて書かれた架空の旅行記です。

・
参
考
動
画

・
音
楽
旅
行
記
を
つ
く
ろ
う

■《One Dance》は、2016年にカナダ出身のラッパー、D
ドレイク
rakeによって発表された楽曲。

（教科書p.64-65）

曲　名 作曲者など

歌
　
唱

Born This Way レディー・ガガ
糸 中島みゆき
何度でも DREAMS COME TRUE
からたちの花 山田耕筰
うつろの心 G. パイジエッロ
君はまるで花のよう R.A. シューマン
おれは鳥刺し W.A. モーツァルト
ロウ人形、音人形 S. ゲンスブール
浜千鳥 弘田龍太郎
カタリ カタリ S. カルディッロ
優雅な月よ V. ベッリーニ
愛の喜び J.P.A. マルティーニ
セレナード F. シューベルト
君を愛す E. グリーグ
夢のあとに G. フォーレ
夏は来ぬ 小山作之助
流浪の民 R.A. シューマン
いざ起て戦人よ J. マクグラナハン
アヴェ ヴェルム コルプス E. エルガー
Shall We Dance? R. ロジャーズ
雨にぬれても B. バカラック

器
　
楽

クラッピング カルテット
第2番 長谷部匡俊

鼓動の舞 西川浩平
秋の宵 西川浩平
Stand By Me B.E. キング
ばらの花 くるり
Blackbird The Beatles
ロンド W.A. モーツァルト

曲　名 作曲者など

鑑
　
賞

怒りの日 グレゴリオ聖歌
死者のためのプローズ シャルパンティエ
魔女の夜宴の夢 《幻想交響曲》から ベルリオーズ
死の舞踏 リスト
無伴奏ヴァイオリン ソナタ 
第2番 第１楽章 イザイ

交響曲第２番《復活》 第５楽章 マーラー
パガニーニの主題による狂詩曲 
第24変奏 ラフマニノフ

オペラ フィガロの結婚 モーツァルト
オペラ ドン・ジョヴァンニ モーツァルト
オペラ 魔笛 モーツァルト
バレエ《春の祭典》 ストラヴィンスキー
平家　祇園精舎／生食 　
能　羽衣 （伝）世阿弥
地歌　黒髪／越後獅子
義太夫節　一谷嫩軍記 〈組討の段〉 並木宗輔
風の盆（富山県）
花巻まつり（岩手県）
三社祭（東京都）
那智の田楽（和歌山県）
カタカリ（インド）
ワヤン クリ（インドネシア）
コーン（タイ）
京劇（中国）
カメルーンの音楽
日本のポピュラー音楽
ガムラン音楽（インドネシア）
アラブ古典音楽
インド古典音楽

は新規掲載もしくは企画が変更されたもの掲載曲一覧

●平成30年度版から削除した曲……【歌唱】Imagine／見上げてごらん夜の星を／子守歌／愛の讃歌／早春賦／女心の歌　【器楽】One／America／ノルウェーの森
【鑑賞】死の舞踏（サン＝サーンス）／ブランデンブルク協奏曲第２番（バッハ）／２台のピアノのためのソナタ ニ長調（モーツァルト）／ヴァイオリン協奏曲 ホ短調（メン
デルスゾーン）／オペラ カルメン（ビゼー）／シシリエンヌ（フォーレ）／能 敦盛（世阿弥）／クンブ ソラ／ウラ ノ ヴィオ／チューニョの花が咲く頃に／カレワラの調べ／ 
In the Mood／Livin, on a Prayer



 …テキスト　  …音声　  …画像　
　

 …動画
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QRコンテンツ
『高校生の音楽１』に引き続き、充実した学習をサポートするさまざまなQRコンテンツを用意しました。歌唱曲の
伴奏や主な外国語曲の原語歌詞による発音をはじめ、日本音楽や世界の諸民族の音楽の授業に役立つ音源や動画を
充実させています。

主な外国語曲の原語歌詞による発音
を視聴することができます。口の形
や舌の位置などに注目して、各言語
特有の発音を練習することができま
す。

篠笛の模範演奏を視聴することがで
きます。正面と斜め後ろの角度から、
指や口の当て方を確認することがで
きます。

《ばらの花》の演奏サポート動画です。
初めて楽器に触れる生徒でも取り組
みやすいように、演奏部分を分かり
やすく示しています。

ほぼ全ての歌唱教材の伴奏を視聴す
ることができます。パート練習や試
験の際の伴奏としても活用すること
ができます。

 p.3 音楽って何だろう？ エッセイ「音楽って何だろう？」

 p.8 Born This Way ピアノ伴奏

 p.10 糸 ピアノ伴奏

 p.12 何度でも オーケストラ伴奏

 p.14 からたちの花 ピアノ伴奏

 p.16 うつろの心
　

原語歌詞発音、ピアノ伴奏

 p.18 君はまるで花のよう
　

原語歌詞発音、ピアノ伴奏

 p.20 おれは鳥刺し
　

原語歌詞発音、ピアノ伴奏

 p.22 ロウ人形、音人形
　

原語歌詞発音、ピアノ伴奏

 p.26 鼓動の舞
　

篠笛の唱歌・演奏

 p.28 Stand By Me
　

ギターの奏法の解説

 p.30 ばらの花
　

演奏サポート動画

 p.40 時代を超えて鳴り響く
《怒りの日》 グレゴリオ聖歌《怒りの日》模範演奏

 p.49 音楽史上の大事件となった
《春の祭典》

　

〈春の兆し−乙女たちの踊り〉冒頭

 p.52 音楽って何だろう？③音律
　

ピュタゴラス音律について

 p.55 平家
　

参考楽譜、模範演奏

 p.56 能
　

参考楽譜、模範演奏

 p.57 地歌
　

参考楽譜、模範演奏

 p.58 義太夫節
　

参考楽譜、模範演奏

 p.63 『ラーマ物語』を題材とした芸能
　

ワヤンクリの上演

 p.64 音楽旅行記「世界をめぐれ！
アフリカ音楽のDNA〜カメルーン〜」

　

音楽旅行記のつくり方、参考動画

 p.68 音楽って何だろう？④音階
　

各音階を使った音楽の演奏

 p.70 浜千鳥 ピアノ伴奏

 p.72 カタリ カタリ ピアノ伴奏

 p.74 優雅な月よ ピアノ伴奏

 p.76 愛の喜び ピアノ伴奏

 p.80 セレナード ピアノ伴奏

 p.84 君を愛す ピアノ伴奏

 p.86 夢のあとに ピアノ伴奏

 p.90 夏は来ぬ ピアノ伴奏

 p.92 流浪の民 ピアノ伴奏

 p.96 アヴェ ヴェルム コルプス ピアノ伴奏

 p.98 Shall We Dance? オーケストラ伴奏

 p.99 雨にぬれても オーケストラ伴奏

 p.110 コード表
　 ギターとキーボードによるコードの

実演

 p.112 音楽に関する知的財産権＝著作権 JASRAC ホームページ「音楽著作権
とは」、ケーススタディ

QRコンテンツリスト 歌唱

器楽
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バレエ《春の祭典》の斬新なリズムと和音を
体感するための動画です。聴くだけでなく、
実際に演奏してみることで学習をさらに意
義深いものにすることができます。

ガムランの演奏とともに上演される、イン
ドネシアの影絵人形芝居「ワヤンクリ」の動
画です。スクリーンの後ろから見た様子を
視聴することができます。

日本の伝統音楽では、各種目
の超一流の演奏を視聴するこ
とができます。稽古の現場で
実際に行われている、師匠か
ら弟子への口伝えによる音楽
伝承を擬似体験することがで
きます。また、各種目の音楽
を比較しながら鑑賞すること
もできます。

コード表からは、各コード
のギターとキーボードの実
演動画を視聴することがで
きます。右手、左手の使い
方を動画で確認しながら、
好きな曲のコード伴奏を練
習することができます。

鑑賞

資料

こちらのQRコードからQRコンテンツを視聴することができます。
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年間指導計画例 学習指導要領の内容
A表現 B鑑賞 〔共通事項〕

内容の
取扱い

（1）歌唱 （2）器楽 （3）創作 （1）鑑賞 音楽を形づくっている要素

月 配当
時間 題材名 題材のねらい 学習目標 主な教材 主な学習活動 ア

イ ウ
ア

イ ウ
ア イ

ウ ア イ 音
色

リ
ズ
ム

速
度

旋
律

テ
ク
ス

チ
ュ
ア

強
弱

形
式

構
成（ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ） （ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ） （ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ）

４
５
６
７

4 歌詞に込められた思いを感じ取り、
ふさわしい表現を工夫しよう

メッセージ性のある歌詞の内容を理解し、既
習の発声の基本を生かして、曲にふさわしい
歌い方や個性豊かな歌唱表現を創意工夫する

・�曲想と歌詞の内容を理解し、曲にふさわしい発声や言葉の発音の技能
を身に付ける
・�個性豊かな歌唱表現を創意工夫する
・�メッセージ性のある歌詞を歌うことを楽しみながら主体的に取り組む

Born�This�Way
糸
音楽に関する知的財産
権＝著作権

・�歌詞に込められているメッセージを正しく理解する
・�発声の基本を振り返る
・�曲にふさわしい歌い方や表現を考える
・�著作権を理解する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（4）

4 楽譜に示された作曲者の意図を読
み取って表現を工夫しよう

作曲者による詳細な演奏上の指示の意図を理
解し、歌詞の内容にふさわしい歌い方や個性
豊かな歌唱表現を創意工夫する

・�曲想と歌詞の内容を理解し、楽譜に示された作曲者の意図を歌唱に反映
し、日本語の特性を考慮して曲にふさわしい発声の技能を身に付ける
・�個性豊かな歌唱表現を創意工夫する
・�日本語の特性を考慮して歌唱表現することに主体的に取り組む

からたちの花 ・�作曲者の指示の意図を理解し、歌詞の内容を理解する
・�日本語の発音を生かした発声を身に付ける
・�曲にふさわしい歌い方や表現を考える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

4 手本の唱歌をよく聴いてまねして覚
え、篠笛の演奏に生かそう

篠笛の唱歌をよく聴いてまねして覚えることで、
旋律やリズムの雰囲気を感じ取って曲にふさわし
い奏法を身に付け、さらに手拍子や足踏みの唱歌
も加えて、個性豊かな器楽表現を創意工夫する

・�唱歌から曲の雰囲気を理解し、曲にふさわしい奏法を身に付ける
・�個性豊かな器楽表現を創意工夫する
・�唱歌を通して篠笛のよさを感じ取りながら器楽表現することに主体的に
取り組む

鼓動の舞
秋の宵

・�篠笛や手拍子や足踏みの唱歌を理解する
・�篠笛を吹く技能を身に付ける ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

6 平家の語りに挑戦し、平家の特徴
を感じ取ろう

琵琶の伴奏で語る音楽作品である平家の語り
に挑戦することで、日本音楽の特徴について
理解を深める

・�日本の伝統音楽の特徴を理解して、平家の曲節のうち口説と中音の模
範演奏を聴いて語りのまねをする
・�平家の音楽表現の共通性と固有性を考える

平家
日本の伝統音楽

・�日本の伝統音楽の特徴を理解する
・�平家の曲節から口説と中音を語る
・�平家における琵琶と語りの関係を考える

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（3）�（4）

4 言葉の美しい響きを感じながら、
拍の流れにのって歌おう

イタリア語の発音や曲にふさわしい発声とと
もに、8分の6拍子特有のリズムを意識して
個性豊かな歌唱表現を創意工夫する

・�イタリア語の発音とベルカント唱法を身に付ける
・�8分の6拍子特有のリズムを意識して個性豊かな歌唱表現を創意工夫する
・�イタリア語の特性とそれにふさわしい発声、8分の6拍子の歌唱表現に
主体的に取り組む

うつろの心
愛の喜び
イタリア語の発音

・�イタリア語の発音とベルカント唱法を理解する
・�8分の6拍子を理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

4
ギターのさまざまな奏法を学び、
曲の雰囲気に合った表現を工夫し
よう

《Stand�By�Me》で用いられているコードを
ギターで弾き、ストロークとリズムの関係を学
んで、ギターアンサンブルや弾き語りで、個
性豊かな器楽表現を創意工夫する

・�ギターでG、Em、C、D7のコードのポジションを覚え、ストロークで
リズムをつくる
・�ギターアンサンブルや英語歌詞の弾き語りで、個性豊かな表現を創意工夫する
・�楽しみながら、ギターアンサンブルや弾き語りの表現に主体的に取り組む

Stand�By�Me ・�コードのポジションを覚える
・�ベースラインとメロディーのポジションを覚える
・�ギターアンサンブルや弾き語りをする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

９
10
11
12

4
曲の構成やドイツ語の歌詞の内容
を理解して、曲想に適した表現を
工夫しよう

曲想の異なる２つのドイツ語の曲を、それぞれ
の特徴を把握しながら効果的に歌い分け、２
つの曲の個性豊かな歌唱表現を創意工夫する

・�歌詞の内容を理解し、ドイツ語の発音や特有の発声を身に付ける
・�それぞれの曲想にふさわしい個性豊かな歌唱表現を創意工夫する

君はまるで花のよう
おれは鳥刺し
ドイツ語の発音

・�ドイツ語の発音と発声を身に付けてリートやオペラのアリアを歌う
・�ドイツ語の歌詞の内容及び韻律と旋律の関係を理解する
・�曲にふさわしい歌い方や表現を考える

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（4）

2 オペラ《魔笛》の歴史的背景を理解
し、オペラの魅力を感じ取ろう

オペラ《魔笛》において、メルヘンの要素と歴
史的背景として啓蒙主義の思想が表れている
ことを理解し、この作品のよさや美しさを味わっ
て聴く

・�オペラ歌手の技量が発揮されるアリアやユーモラスで幸福感にあふれる
二重唱を聴いて、そのよさや美しさを味わう
・�メルヘンオペラとしての《魔笛》の内容や登場人物と音楽との関係を理解すると
ともに、歴史的背景として啓蒙主義がこの作品に与えた影響を理解して聴く

オペラ《魔笛》
音楽って何だろう？②社
会の大きな変革と音楽家
〜モーツァルトの場合〜

・�メルヘンオペラとしての《魔笛》のあらすじを理解する
・�歴史的背景としての啓蒙主義やモーツァルトの生きた時代を理解
する
・�さまざまな性格をもったアリアや二重唱を鑑賞する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（3）�（4）

4 各パートの役割を理解して、バンド
演奏を楽しもう

バンドの各パートの役割やリズム、旋律の特
徴を理解して、表現上の効果を生かしてバン
ド演奏を楽しむ

・�ピアノパートの弾き方を身に付けたり、ギターのタブ譜の読み方を理解
したりして、各パートの役割を理解する
・�バンド演奏でのバランスのよい響きを実現する技能やバンド演奏の特徴
や表現上の効果を生かして演奏する技能を身に付ける
・�個性豊かなバンド演奏での器楽表現を創意工夫する

ばらの花 ・�ピアノパートの弾き方やギターのタブ譜の読み方を理解する
・�各パートをよく聴き合って、バンド演奏での音量バランスを考え
る
・�バンドならではの表現上の効果を生かして演奏する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

2 ポピュラー音楽の魅力を探求しよう

ポピュラー音楽のメロディーやリズム、コード
進行に注目して、自分の好きなポピュラー音
楽の魅力に深く迫る

・�使われている音階やメロディーのパターン、メロディーとコードの関係を理解する
・�リズムの変化とそれに伴う雰囲気の変化、曲の構成との関係を理解する
・�コード進行の特徴を理解する
・�メロディー、リズム、コード進行などの視点から、自分の好きなポピュラー
音楽の魅力を他者に説明する

音楽って何だろう？①ド
クター・キャピタルによ
るポピュラー音楽探索

・�メロディーの特徴を理解する
・�リズムの特徴を理解する
・�コード進行の特徴を理解する
・�自分の好きなポピュラー音楽の魅力を他者に紹介する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）

6 個性豊かに表現を工夫しながら音
楽をつくろう

朗読、演劇、映像などに、場面のイメージに合っ
たサウンド系のBGMやメロディー系のBGM
をつくって付ける

・�音素材、サウンドピース、メロディーの骨格を表したいイメージと関わ
らせて創作する
・�さまざまな音素材を重ねたり、音楽を形づくっている要素を変化させて
変奏する
・�個性豊かな創作表現を工夫してBGMをつくる

BGMをつくろう ・�朗読、演劇、映像などからBGMを付ける対象を選び、どの場面
のBGMをつくるかを決める
・�サウンド系のBGMもしくはメロディー系のBGMをつくる
・�つくったBGMを発表し、意見交換する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

4 斬新なリズムと響きによる表現を感
じ取ろう

ストラヴィンスキーのバレエ《春の祭典》にみ
られる新しい音楽表現を理解してその斬新さ
を味わうとともに、初演時の批評を読んで、
当時の人々の反応について考える

・《春の祭典》の変拍子を想起させるようなアクセントの使い方や多調性
を理解し味わう
・�バレエの理解を深め、初演時の批評を通して、当時の人々の反応につ
いて考える

音楽史上の大事件となっ
た《春の祭典》
音楽史年表

・�バレエ音楽について理解する
・〈春の兆しー乙女たちの踊り〉�冒頭部分のリズムと和音を理解する
・�４分の２拍子を意識しながら不規則に付けられたアクセントの効
果を考えて冒頭のリズムを演奏する
・�E 7とEの和音を同時に演奏して、その響きを感じ取る

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）

4
フランス語の歌詞の内容を理解して、
曲想にふさわしい表現を工夫しよ
う

フランス語の発音や曲にふさわしい発声とと
もに、フランス語の押韻を意識して、個性豊
かな歌唱表現を創意工夫する

・�フランス語の発音や特有の発声を身に付け、歌詞の押韻について理解
を深める
・個性豊かな歌唱表現を創意工夫する
・�フランス語の特性を理解し、曲にふさわしい発声や歌唱表現に主体的に取り組む

ロウ人形、音人形
夢のあとに
フランス語の発音

・�フランス語の発音と発声を身に付けてシャンソンやメロディを歌
う
・�フランス語の歌詞の内容や押韻を理解する
・�曲にふさわしい歌い方や表現を考える

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（4）

2 日本各地の民俗芸能の特徴を理解
し、その魅力を味わおう

日本各地の地域社会の中で伝承される民俗
芸能の特色を理解し、それぞれのよさや地域
にとっての意味や価値を考える

・�民俗芸能と民謡との違いを理解する
・�各地の民俗芸能の特色を理解する
・�住んでいる地域の民俗芸能を調べてその魅力を他者に伝える

日本各地の伝統音楽 ・�民俗芸能と民謡の違いを理解する
・�各地の民俗芸能の特色を知る
・�住んでいる地域の民俗芸能を調べ、その魅力を発表する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（3）�（4）

1
2
3

2 能の謡に挑戦し、能の特徴を感じ
取ろう

能の様式を理解し、《羽衣》の謡に挑戦するこ
とで、日本音楽の特徴について理解を深める

・�日本の伝統音楽の特徴を理解して、《羽衣》の謡の模範演奏を聴いてま
ねをする
・�能の音楽表現の共通性と固有性を考える

能
日本の伝統音楽

・�ツヨ吟とヨワ吟を理解する
・�《羽衣》の謡を模範演奏をまねして謡う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）

2
地域の風土や生活、文化や伝統と、
それらが育んだ音楽との関わりを
理解し、音楽的視野を広げよう

カメルーンの音楽を、この地域の風土や生活、
文化や伝統といった地理的・社会的背景を通
して理解することにより、音楽的視野を広げ
る

・�音楽を文化の一部として捉え、さまざまな文化との相互関係を地理的・
社会的背景を通して理解する
・�さまざまな未知の音楽文化に対する理解を深めることができるよう、音
楽的視野を広げることに主体的に取り組む

音楽旅行記�世界をめ
ぐれ！アフリカ音楽の
DNA〜カメルーン〜

・�音楽と関わるさまざまな文化を理解し、その相互関係の中で音
楽が成り立っていることを理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）

2 同じ物語を題材とした芸能の特徴
を理解しよう

『ラーマ物語』を題材としたさまざまな芸能の
特徴を理解するとともに、さまざまな音階の
種類とその特徴を理解する

・�東南アジアから南アジアにかけての芸能で取り上げられることの多い『ラー
マ物語』の内容を理解する
・『ラーマ物語』を題材にする各地域の芸能の音楽表現の共通性と固有性
を考える
・用いる楽器や衣装、舞踊などと音楽との関わりに注目しながら、それ
ぞれの音楽のよさや美しさを深く味わう

『ラーマ物語』を題材と
した芸能
音楽って何だろう？④音
階

・�『�ラーマ物語』の内容を知る
・�各地域の『ラーマ物語』を題材にした芸能の音楽的特徴や、楽器、
衣装、舞踊などと音楽との関わりを理解する
・�さまざまな音階の種類とその特徴を理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）

3 作曲当時の社会背景を理解して、
ギターの表現を工夫しよう

タブ譜で、コード、ベースライン、メロディー
を弾けるようになり、合奏や弾き語りなどで、
作曲の背景を理解して曲の雰囲気に合った表
現を創意工夫するとともに、音律についての
理解を深める

・�歌詞の内容を理解し、タブ譜でコード、ベースライン、メロディーをギター
で演奏する
・�作曲の背景を理解して曲の雰囲気に合った表現を創意工夫する
・�ギターや音律の学習に主体的に取り組む

Blackbird
音楽って何だろう？③音
律

・�タブ譜の読み方を理解する
・コード、ベースライン、メロディーのポジションを覚える
・�歌詞の内容を理解する
・�曲にふさわしいギターの奏法を身に付ける
・音律について理解を深める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

5
各声部の動きを聴き合って、美し
い響きを意識しながら合唱を楽しも
う

各声部の役割、和声的・対位法的な動きに
注意して、他者との調和を意識して歌う技能
を身につけ、個性豊かな合唱表現を創意工
夫する

・�曲想と歌詞の内容を理解し、曲にふさわしい発声や他者との調和を意
識して歌う技能を身に付ける
・テクスチュアの変化を考えて、個性豊かな合唱表現を創意工夫する
・�物語性のある歌詞や他者との調和を意識して、楽しみながら合唱する
ことに主体的に取り組む

流浪の民 ・�歌詞の内容や、合唱ならではの他声部との関係を理解して歌う
・�各声部の役割やテクスチュアの変化を考えて合唱表現を創意工
夫する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

2
オペラ《フィガロの結婚》の歴史的
背景を理解し、オペラの魅力を感
じ取ろう

オペラ《フィガロの結婚》の台本における貴族
社会への批判と、フランス革命間際の当時の
社会背景を理解し、モーツァルトがこの作品
で実現した音楽表現を味わって聴く

・�六重唱や最後のシーンを聴いてそのよさや美しさを味わう
・�オペラ《フィガロの結婚》の内容や登場人物と音楽との関係、フランス
革命が迫る当時の社会背景などを理解して、このオペラの意味や価値
を味わって聴く

オペラ《フィガロの結婚》
音楽って何だろう？②社
会の大きな変革と音楽家
〜モーツァルトの場合〜

・�オペラ《フィガロの結婚》のあらすじを理解する
・�モーツァルトの時代の貴族批判や社会不安を理解する
・�さまざまな性格をもった六重唱や最後のシーンを鑑賞する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）
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学習指導要領の内容

A表現 B鑑賞 〔共通事項〕
内容の
取扱い

（1）歌唱 （2）器楽 （3）創作 （1）鑑賞 音楽を形づくっている要素

月 配当
時間 題材名 題材のねらい 学習目標 主な教材 主な学習活動 ア

イ ウ
ア

イ ウ
ア イ

ウ ア イ 音
色

リ
ズ
ム

速
度

旋
律

テ
ク
ス

チ
ュ
ア

強
弱

形
式

構
成（ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ） （ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ） （ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ）（ア）（イ）（ウ）

４
５
６
７

4 歌詞に込められた思いを感じ取り、
ふさわしい表現を工夫しよう

メッセージ性のある歌詞の内容を理解し、既
習の発声の基本を生かして、曲にふさわしい
歌い方や個性豊かな歌唱表現を創意工夫する

・�曲想と歌詞の内容を理解し、曲にふさわしい発声や言葉の発音の技能
を身に付ける
・�個性豊かな歌唱表現を創意工夫する
・�メッセージ性のある歌詞を歌うことを楽しみながら主体的に取り組む

Born�This�Way
糸
音楽に関する知的財産
権＝著作権

・�歌詞に込められているメッセージを正しく理解する
・�発声の基本を振り返る
・�曲にふさわしい歌い方や表現を考える
・�著作権を理解する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（4）

4 楽譜に示された作曲者の意図を読
み取って表現を工夫しよう

作曲者による詳細な演奏上の指示の意図を理
解し、歌詞の内容にふさわしい歌い方や個性
豊かな歌唱表現を創意工夫する

・�曲想と歌詞の内容を理解し、楽譜に示された作曲者の意図を歌唱に反映
し、日本語の特性を考慮して曲にふさわしい発声の技能を身に付ける
・�個性豊かな歌唱表現を創意工夫する
・�日本語の特性を考慮して歌唱表現することに主体的に取り組む

からたちの花 ・�作曲者の指示の意図を理解し、歌詞の内容を理解する
・�日本語の発音を生かした発声を身に付ける
・�曲にふさわしい歌い方や表現を考える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

4 手本の唱歌をよく聴いてまねして覚
え、篠笛の演奏に生かそう

篠笛の唱歌をよく聴いてまねして覚えることで、
旋律やリズムの雰囲気を感じ取って曲にふさわし
い奏法を身に付け、さらに手拍子や足踏みの唱歌
も加えて、個性豊かな器楽表現を創意工夫する

・�唱歌から曲の雰囲気を理解し、曲にふさわしい奏法を身に付ける
・�個性豊かな器楽表現を創意工夫する
・�唱歌を通して篠笛のよさを感じ取りながら器楽表現することに主体的に
取り組む

鼓動の舞
秋の宵

・�篠笛や手拍子や足踏みの唱歌を理解する
・�篠笛を吹く技能を身に付ける ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

6 平家の語りに挑戦し、平家の特徴
を感じ取ろう

琵琶の伴奏で語る音楽作品である平家の語り
に挑戦することで、日本音楽の特徴について
理解を深める

・�日本の伝統音楽の特徴を理解して、平家の曲節のうち口説と中音の模
範演奏を聴いて語りのまねをする
・�平家の音楽表現の共通性と固有性を考える

平家
日本の伝統音楽

・�日本の伝統音楽の特徴を理解する
・�平家の曲節から口説と中音を語る
・�平家における琵琶と語りの関係を考える

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（3）�（4）

4 言葉の美しい響きを感じながら、
拍の流れにのって歌おう

イタリア語の発音や曲にふさわしい発声とと
もに、8分の6拍子特有のリズムを意識して
個性豊かな歌唱表現を創意工夫する

・�イタリア語の発音とベルカント唱法を身に付ける
・�8分の6拍子特有のリズムを意識して個性豊かな歌唱表現を創意工夫する
・�イタリア語の特性とそれにふさわしい発声、8分の6拍子の歌唱表現に
主体的に取り組む

うつろの心
愛の喜び
イタリア語の発音

・�イタリア語の発音とベルカント唱法を理解する
・�8分の6拍子を理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

4
ギターのさまざまな奏法を学び、
曲の雰囲気に合った表現を工夫し
よう

《Stand�By�Me》で用いられているコードを
ギターで弾き、ストロークとリズムの関係を学
んで、ギターアンサンブルや弾き語りで、個
性豊かな器楽表現を創意工夫する

・�ギターでG、Em、C、D7のコードのポジションを覚え、ストロークで
リズムをつくる
・�ギターアンサンブルや英語歌詞の弾き語りで、個性豊かな表現を創意工夫する
・�楽しみながら、ギターアンサンブルや弾き語りの表現に主体的に取り組む

Stand�By�Me ・�コードのポジションを覚える
・�ベースラインとメロディーのポジションを覚える
・�ギターアンサンブルや弾き語りをする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

９
10
11
12

4
曲の構成やドイツ語の歌詞の内容
を理解して、曲想に適した表現を
工夫しよう

曲想の異なる２つのドイツ語の曲を、それぞれ
の特徴を把握しながら効果的に歌い分け、２
つの曲の個性豊かな歌唱表現を創意工夫する

・�歌詞の内容を理解し、ドイツ語の発音や特有の発声を身に付ける
・�それぞれの曲想にふさわしい個性豊かな歌唱表現を創意工夫する

君はまるで花のよう
おれは鳥刺し
ドイツ語の発音

・�ドイツ語の発音と発声を身に付けてリートやオペラのアリアを歌う
・�ドイツ語の歌詞の内容及び韻律と旋律の関係を理解する
・�曲にふさわしい歌い方や表現を考える

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（4）

2 オペラ《魔笛》の歴史的背景を理解
し、オペラの魅力を感じ取ろう

オペラ《魔笛》において、メルヘンの要素と歴
史的背景として啓蒙主義の思想が表れている
ことを理解し、この作品のよさや美しさを味わっ
て聴く

・�オペラ歌手の技量が発揮されるアリアやユーモラスで幸福感にあふれる
二重唱を聴いて、そのよさや美しさを味わう
・�メルヘンオペラとしての《魔笛》の内容や登場人物と音楽との関係を理解すると
ともに、歴史的背景として啓蒙主義がこの作品に与えた影響を理解して聴く

オペラ《魔笛》
音楽って何だろう？②社
会の大きな変革と音楽家
〜モーツァルトの場合〜

・�メルヘンオペラとしての《魔笛》のあらすじを理解する
・�歴史的背景としての啓蒙主義やモーツァルトの生きた時代を理解
する
・�さまざまな性格をもったアリアや二重唱を鑑賞する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（3）�（4）

4 各パートの役割を理解して、バンド
演奏を楽しもう

バンドの各パートの役割やリズム、旋律の特
徴を理解して、表現上の効果を生かしてバン
ド演奏を楽しむ

・�ピアノパートの弾き方を身に付けたり、ギターのタブ譜の読み方を理解
したりして、各パートの役割を理解する
・�バンド演奏でのバランスのよい響きを実現する技能やバンド演奏の特徴
や表現上の効果を生かして演奏する技能を身に付ける
・�個性豊かなバンド演奏での器楽表現を創意工夫する

ばらの花 ・�ピアノパートの弾き方やギターのタブ譜の読み方を理解する
・�各パートをよく聴き合って、バンド演奏での音量バランスを考え
る
・�バンドならではの表現上の効果を生かして演奏する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

2 ポピュラー音楽の魅力を探求しよう

ポピュラー音楽のメロディーやリズム、コード
進行に注目して、自分の好きなポピュラー音
楽の魅力に深く迫る

・�使われている音階やメロディーのパターン、メロディーとコードの関係を理解する
・�リズムの変化とそれに伴う雰囲気の変化、曲の構成との関係を理解する
・�コード進行の特徴を理解する
・�メロディー、リズム、コード進行などの視点から、自分の好きなポピュラー
音楽の魅力を他者に説明する

音楽って何だろう？①ド
クター・キャピタルによ
るポピュラー音楽探索

・�メロディーの特徴を理解する
・�リズムの特徴を理解する
・�コード進行の特徴を理解する
・�自分の好きなポピュラー音楽の魅力を他者に紹介する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）

6 個性豊かに表現を工夫しながら音
楽をつくろう

朗読、演劇、映像などに、場面のイメージに合っ
たサウンド系のBGMやメロディー系のBGM
をつくって付ける

・�音素材、サウンドピース、メロディーの骨格を表したいイメージと関わ
らせて創作する
・�さまざまな音素材を重ねたり、音楽を形づくっている要素を変化させて
変奏する
・�個性豊かな創作表現を工夫してBGMをつくる

BGMをつくろう ・�朗読、演劇、映像などからBGMを付ける対象を選び、どの場面
のBGMをつくるかを決める
・�サウンド系のBGMもしくはメロディー系のBGMをつくる
・�つくったBGMを発表し、意見交換する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

4 斬新なリズムと響きによる表現を感
じ取ろう

ストラヴィンスキーのバレエ《春の祭典》にみ
られる新しい音楽表現を理解してその斬新さ
を味わうとともに、初演時の批評を読んで、
当時の人々の反応について考える

・《春の祭典》の変拍子を想起させるようなアクセントの使い方や多調性
を理解し味わう
・�バレエの理解を深め、初演時の批評を通して、当時の人々の反応につ
いて考える

音楽史上の大事件となっ
た《春の祭典》
音楽史年表

・�バレエ音楽について理解する
・〈春の兆しー乙女たちの踊り〉�冒頭部分のリズムと和音を理解する
・�４分の２拍子を意識しながら不規則に付けられたアクセントの効
果を考えて冒頭のリズムを演奏する
・�E 7とEの和音を同時に演奏して、その響きを感じ取る

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）

4
フランス語の歌詞の内容を理解して、
曲想にふさわしい表現を工夫しよ
う

フランス語の発音や曲にふさわしい発声とと
もに、フランス語の押韻を意識して、個性豊
かな歌唱表現を創意工夫する

・�フランス語の発音や特有の発声を身に付け、歌詞の押韻について理解
を深める
・個性豊かな歌唱表現を創意工夫する
・�フランス語の特性を理解し、曲にふさわしい発声や歌唱表現に主体的に取り組む

ロウ人形、音人形
夢のあとに
フランス語の発音

・�フランス語の発音と発声を身に付けてシャンソンやメロディを歌
う
・�フランス語の歌詞の内容や押韻を理解する
・�曲にふさわしい歌い方や表現を考える

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（4）

2 日本各地の民俗芸能の特徴を理解
し、その魅力を味わおう

日本各地の地域社会の中で伝承される民俗
芸能の特色を理解し、それぞれのよさや地域
にとっての意味や価値を考える

・�民俗芸能と民謡との違いを理解する
・�各地の民俗芸能の特色を理解する
・�住んでいる地域の民俗芸能を調べてその魅力を他者に伝える

日本各地の伝統音楽 ・�民俗芸能と民謡の違いを理解する
・�各地の民俗芸能の特色を知る
・�住んでいる地域の民俗芸能を調べ、その魅力を発表する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（1）�（2）�
（3）�（4）

1
2
3

2 能の謡に挑戦し、能の特徴を感じ
取ろう

能の様式を理解し、《羽衣》の謡に挑戦するこ
とで、日本音楽の特徴について理解を深める

・�日本の伝統音楽の特徴を理解して、《羽衣》の謡の模範演奏を聴いてま
ねをする
・�能の音楽表現の共通性と固有性を考える

能
日本の伝統音楽

・�ツヨ吟とヨワ吟を理解する
・�《羽衣》の謡を模範演奏をまねして謡う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）

2
地域の風土や生活、文化や伝統と、
それらが育んだ音楽との関わりを
理解し、音楽的視野を広げよう

カメルーンの音楽を、この地域の風土や生活、
文化や伝統といった地理的・社会的背景を通
して理解することにより、音楽的視野を広げ
る

・�音楽を文化の一部として捉え、さまざまな文化との相互関係を地理的・
社会的背景を通して理解する
・�さまざまな未知の音楽文化に対する理解を深めることができるよう、音
楽的視野を広げることに主体的に取り組む

音楽旅行記�世界をめ
ぐれ！アフリカ音楽の
DNA〜カメルーン〜

・�音楽と関わるさまざまな文化を理解し、その相互関係の中で音
楽が成り立っていることを理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）

2 同じ物語を題材とした芸能の特徴
を理解しよう

『ラーマ物語』を題材としたさまざまな芸能の
特徴を理解するとともに、さまざまな音階の
種類とその特徴を理解する

・�東南アジアから南アジアにかけての芸能で取り上げられることの多い『ラー
マ物語』の内容を理解する
・『ラーマ物語』を題材にする各地域の芸能の音楽表現の共通性と固有性
を考える
・用いる楽器や衣装、舞踊などと音楽との関わりに注目しながら、それ
ぞれの音楽のよさや美しさを深く味わう

『ラーマ物語』を題材と
した芸能
音楽って何だろう？④音
階

・�『�ラーマ物語』の内容を知る
・�各地域の『ラーマ物語』を題材にした芸能の音楽的特徴や、楽器、
衣装、舞踊などと音楽との関わりを理解する
・�さまざまな音階の種類とその特徴を理解する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）

3 作曲当時の社会背景を理解して、
ギターの表現を工夫しよう

タブ譜で、コード、ベースライン、メロディー
を弾けるようになり、合奏や弾き語りなどで、
作曲の背景を理解して曲の雰囲気に合った表
現を創意工夫するとともに、音律についての
理解を深める

・�歌詞の内容を理解し、タブ譜でコード、ベースライン、メロディーをギター
で演奏する
・�作曲の背景を理解して曲の雰囲気に合った表現を創意工夫する
・�ギターや音律の学習に主体的に取り組む

Blackbird
音楽って何だろう？③音
律

・�タブ譜の読み方を理解する
・コード、ベースライン、メロディーのポジションを覚える
・�歌詞の内容を理解する
・�曲にふさわしいギターの奏法を身に付ける
・音律について理解を深める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

5
各声部の動きを聴き合って、美し
い響きを意識しながら合唱を楽しも
う

各声部の役割、和声的・対位法的な動きに
注意して、他者との調和を意識して歌う技能
を身につけ、個性豊かな合唱表現を創意工
夫する

・�曲想と歌詞の内容を理解し、曲にふさわしい発声や他者との調和を意
識して歌う技能を身に付ける
・テクスチュアの変化を考えて、個性豊かな合唱表現を創意工夫する
・�物語性のある歌詞や他者との調和を意識して、楽しみながら合唱する
ことに主体的に取り組む

流浪の民 ・�歌詞の内容や、合唱ならではの他声部との関係を理解して歌う
・�各声部の役割やテクスチュアの変化を考えて合唱表現を創意工
夫する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（4）

2
オペラ《フィガロの結婚》の歴史的
背景を理解し、オペラの魅力を感
じ取ろう

オペラ《フィガロの結婚》の台本における貴族
社会への批判と、フランス革命間際の当時の
社会背景を理解し、モーツァルトがこの作品
で実現した音楽表現を味わって聴く

・�六重唱や最後のシーンを聴いてそのよさや美しさを味わう
・�オペラ《フィガロの結婚》の内容や登場人物と音楽との関係、フランス
革命が迫る当時の社会背景などを理解して、このオペラの意味や価値
を味わって聴く

オペラ《フィガロの結婚》
音楽って何だろう？②社
会の大きな変革と音楽家
〜モーツァルトの場合〜

・�オペラ《フィガロの結婚》のあらすじを理解する
・�モーツァルトの時代の貴族批判や社会不安を理解する
・�さまざまな性格をもった六重唱や最後のシーンを鑑賞する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（1）�（2）�
（3）�（4）
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糸 中島みゆき作詞・作曲
佐井孝彰編曲

教科書 8ページQR

■セット内容　B5判セットケース入、定価未定

❶研究資料編
年間指導計画例、学習指導案例、授業を多角的にサポートする解説・資料、授業に役立つワークシートを掲載
しています。

◆解説・資料の例 　◆ワークシートの例

❷楽譜資料編
歌唱教材の伴奏譜の他、簡易伴奏譜、移調譜、教科書の編成とは別の編曲なども掲載しています。

◆例

❸指導用・鑑賞用CD
主な歌唱教材の範唱、参考演奏、原語歌詞の朗読、器楽教材の範奏、鑑賞教材を教科書の目次順に掲載してい
ます。

193192 ワークシート

２. 左ページにまとめた６つのフレーズの「歌い出し」「最も高い音が出てくるところ」「歌い終わり」
の旋律や歌詞を比べて，共通点や相違点を書きましょう。

①歌い出し

②最も高い音が出てくるところ

③歌い終わり

３. 1 〜 6 の旋律を比べて，最も情感がこもっていると思うフレーズを選び，その理由を，記号，音型，
リズム，歌詞などと関連付けて説明しましょう。

４.『からたちの花』の旋律の構造を調べて，分かったことや
表現に生かしたいことを書きましょう。

こんな言葉を使ってみよう
　共通　　違い　　まとまり　　変化
　情景　　感情　　強弱　　速度

　『からたちの花』の旋律は，６連の詩に合わせて６つの大きなフレーズでできています。次の 1 〜
6 は，各フレーズの「歌い出し」「最も高い音が出てくるところ」「歌い終わり」を抜き出したものです。
これらを見て旋律の構造や特徴を調べ，表現に生かしましょう。

１．教科書の楽譜を見て，　　に音符や記号などを書き入れましょう。（拍子記号とブレスは省略）

～

～

～

～

～

～

～

～

歌い出し 最も高い音が出てくるところ 歌い終わり

1

�

�

�

�

6

『からたちの花』 教科書
p.14
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■ 文楽の演者と演奏者
◆太

た
夫
ゆう

　太夫は，聴き手に物語を伝えるためにさまざまな語り口を用いて，登場人物のセリフ，場面の情景や物語の背
景，人物の心理などを描写した詞

し
章
しょう

（浄瑠璃の文章）を１人で語る。
　語る際には，下腹部に力を込めて発声ができるよう，下腹に「腹

はら
帯
おび

」を巻いて「オトシ」と呼ばれる砂や小豆
が入ったおもりをすえ，下のイラストのように「尻

しり
引
ひ

き」という小さな台をお尻に当てて，爪先立ちをして座る。
　義

ぎ
太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

の太夫は，房の付いた漆塗りの「見
けん

台
だい

」の上に，「床
ゆか

本
ほん

＊」と呼ばれる台本を置いて語る。
＊床本→ p.105「用語ミニ事典」

◆三
しゃ

味
み

線
せん

　三味線弾きは，太夫との呼吸や間
ま

を大切にしながら，語りをリードしたり補ったりして，一音一音に心を込め
て物語の世界を表現する。
　義太夫節では，太夫の重厚な語りに負けないように「太

ふと
棹
ざお

」という種類の三味線を用いる。太棹は音が低く，
豊かな響きと余韻が特徴で，細

ほそ
棹
ざお

や中
ちゅう

棹
ざお

に比べると棹が太くて胴が大きい。

◆人形
　文楽では，通常１体の人形を「主

おも
遣
づか

い」「左遣い」「足遣い」の３人で動かす。これを「三人遣い」という。

 主遣い　人形の首
かしら

（頭の部分）と右手を担当。
左手で人形の首，右手で人形の右手を遣う。左手は，首に付いている「胴

ど
串
ぐし

」を
握り，仕込まれた糸を指で引いて目や眉を動かし，人形の表情をつくる。着物を
含めると重いものでは 10kg 以上に及ぶ人形を，左手１本で支える。

 左遣い　人形の左手を担当。
右手に持った「さし金

がね
」で人形の左手を遣い，左手で小道具を扱う。

 足遣い　人形の足を担当。
人形の影に隠れるようにして，両足を遣う。

　人形遣いの修行は，俗に「足 10 年，左 10 年」と言われ，この間に芝居全体
や動きの基本となる「型

かた
」を体に覚えこませていく。人形遣いは黒

くろ
衣
ご

を着ており，
見えないという約束になっているが，重要な場面では主遣いが顔を出して「出

で
遣

い」をする。

（左から）腹帯，尻引き，オトシ 太夫が語るときの姿勢 見台

文楽の舞台

◆床
ゆか

　太夫と三味線が観客に姿を見せて語る，その場所
を「床」という。舞台上

かみ
手
て

に斜めに設けられた
「盆

ぼん
」を弟子がぐるりと回すと，並んで待っている

次の太夫と三味線が姿を現す。語り終えると，再び
ぐるりと回すことで退場する。姿を見せて語るに及
ばない端

は
場
ば

は，上手小幕の上にある「御
み

簾
す

内
うち

」が定
位置。この他，『妹

いも
背
せ

山
やま

婦
お ん な

女庭
てい

訓
きん

』の《吉野川の段》
のように，下

しも
手
て

にも「仮
かり

床
ゆか

」を設けるものや，『仮
か

名
な

手
で

本
ほん

忠
ちゅう

臣
しん

蔵
ぐら

』の七段目のように，平
へい

右
え
衛門

もん
役の太

夫が１人で下手に登場する「出
で

床
ゆか

」などの例外がある。

◆床
ゆか

本
ほん

　太夫が語る際に床で用いる浄瑠璃本。各場面の本
は，稽古用に印刷されたものもあるが，舞台で用い
るのは必ず筆写されたもので，現在では縦九寸×
横七寸（約 27 ㎝×約 21 ㎝）ぐらいの本に大ぶ
りの字で五行に記すのが定型。語り口を指定する詞

ことば

や節
ふし

は朱
しゅ

（赤字）で書き込まれ，演出ノート的な価
値も有し，師匠から弟子へと引き継がれてゆく。そ
れだけに伝承の象徴として太夫が最も大切にするも
ので，語り出しに際しては，床本を押しいただいて
から見台に載せて開く。

床本

用語ミニ事典

節
ふし
付
づ
け

　一般には，太夫，もしくは三味線が，太夫の語る
節を作曲することを「節付け」といいます。三味線
の旋律を含んでいうこともありますが，三味線の作
曲は別に「手付け」といいます。現在では，復活さ
れた場面に新しく曲を付けた場合や，新作の場合，
作曲者が明記され，多くは三味線が担当しています。
江戸時代につくられた作品では不明確なところが多
く，西洋音楽のように作曲者を特定するのは難しく
なりますが，初演の太夫の特徴を「○○風」として
伝承しているものがあります。

文
ぶん

楽
らく

（人形浄
じょう

瑠
る

璃
り

）を知ろう 森
もり

重
しげ

行
ゆき

敏
とし

（洗足学園音楽大学現代邦楽研究所所長）
教科書
p.58

胴串

QR コードから伴奏音源にアクセスできます。
移調音源も収録しています。

研究資料編
1

楽譜資料編
2 3

指導用・鑑賞用CD

※ ここに掲載した情報は平成 30 年度版『高校生の音楽２ 指導書』をも
とにしています。内容、デザインなどは変更する場合がありますの
でご了承ください。
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検討の観点別にみた特色
観点 教科書の特色

範
囲

●取り扱う内容の範囲は、学習指導要領
の目標及び内容によっているか。

●多様なジャンルから精選された教材によって必要な内容が十分に扱われており、音楽科の目
標を達成するという観点から極めて適切なものとなっている。

程
度

●教材は、生徒の心身の発達段階や能力
の実態に適応しているか。

●歌唱教材においては生徒の心情的な発達段階に応じた楽曲を、器楽教材においては技術的に
平易な楽曲を取り上げている。創作教材においては、生徒が取り組みやすい内容で、具体的
な手順を示している。また、鑑賞教材においては着眼点を明確に示すなど、生徒の能力の実
態に即した適切な内容になっている。

内

容

●教材の選択及び扱いは、学習指導を進
めるうえで適切であるか。

●明確な学習の観点のもと、幅広く変化に富んだ学習活動を行うことのできる教材が用意され
ており、生徒が、自ら個性豊かにさまざまな音楽表現を創意工夫することができ、音楽の多
様性を理解し、音楽的な見方・考え方を身に付けて、音楽のよさや美しさを味わい、音楽文
化に親しむ態度を養うことができるよう配慮されている。

●三つの柱を踏まえて、基礎的・基本的
な学力の定着について適切な配慮がな
されているか。

●教材の内容は、三つの柱（「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人
間性等」）と相互に関連付けられており、さまざまな参考資料を収録するとともに、基礎的・
基本的な内容を学習できるよう工夫されている。また、鑑賞においては楽曲の構成や文化的・
歴史的背景が分かりやすく解説されており、確実に学習活動が進められるように配慮されて
いる。

●説明文やイラスト、写真などは、学習
指導を進めるうえで適切であるか。

●説明文は平易な言葉で書かれており、その配置も工夫されている。
●イラストや写真の取り上げ方はアイディアにあふれ、音楽的な見方・考え方の育成や知的理

解の深化に配慮されている。

●「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けて、配慮や取り組みはなされてい
るか。

●教材には、表現する際のポイントや、音楽の背景にある社会や文化について分かりやすく説
明したコラムが設けられており、表現の工夫や音楽理解を促すとともに、興味・関心を引き
出し、「主体的・対話的で深い学び」の学習活動に取り組めるよう工夫がなされている。

●創作活動においては、生徒の能力に応じて弾力的な指導を進められるよう配慮されている。
●小学校、中学校における「音楽づくり」「創作」の学習内容や、学習指導要領に示された指導事

項を踏まえながら、時間的、能力的に無理なく取り組める教材が、具体的な手順を示して取
り上げられている。

●我が国や郷土の伝統音楽及び音楽文化
に対する配慮がなされているか。

●歌唱教材においては、古くから歌い継がれている曲を複数取り上げ、器楽教材においては楽
器の奏法などについて唱

しょう

歌
が

を伴って分かりやすく解説している。また、鑑賞教材においては
語りや謡を中心とした日本の伝統音楽や各地の民俗芸能などを取り上げており、生活や社会
の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を育成できるよう配慮されている。

構

成

●小学校、中学校における学習内容との
系統性、一貫性について配慮されてい
るか。

●小学校、中学校の義務教育における音楽科の目標、ならびに音楽Ⅰの目標を継承し、発展し
た内容の教科書となっている。

●歌い継いでいきたい日本の歌が、小学校、中学校から一貫して取り上げられている。

●各学校や生徒の実態に応じた学習指導
計画を立てるための配慮がなされてい
るか。

●芸術歌曲やクラシック音楽だけでなく、ポピュラー音楽やミュージカル、民族音楽などさま
ざまなジャンルの音楽を教材として取り上げており、学習の深化や相互の関連付けを容易に
行うことができ、各学校や生徒の実態に応じた柔軟な学習指導計画を立てられるよう配慮さ
れている。

●各教材の冒頭ページに縦書きで示された学習目標に基づいて、教材が系統的・発展的に配置
されており、確実に学習を進められるよう配慮されている。

●教材の配列は適切であるか。 ●領域や分野ごとに平易な曲を中心として教材が配列されており、学習の理解や深化を図りや
すいよう配慮されている。

●教材の分量は適切であるか。 ●精選された教材が過不足ない分量で扱われており、各学校や生徒の実態に応じて柔軟に対応
できるよう配慮されている。

人

権

●国際理解、情報、環境、人権教育など
に配慮されているか。

●全体を通して、人権教育について適切に配慮されている。また、歌唱教材や鑑賞教材におい
ても、諸外国の音楽文化に対する理解を深めることができるよう配慮されている。

●音楽に関する知的財産権については、「音楽に関する知的財産権＝著作権」と題し、分かりや
すく解説されている。

体

裁

●全体の体裁は教科書として適切であるか。 ●A4変型判で楽譜が見やすく、紙面のレイアウトも統一感があり、教科書として適切なものと
なっている。

●教科書の内容をイラストで表現した表紙からも高校生に向けてのメッセージが感じられるよ
う工夫されており、音楽に親しみやすい体裁となっている。

●印刷・製本などは適切であるか。 ●カラーページとモノクロページに分かれたすっきりした紙面であるとともに、 楽譜、文字、イ
ラスト、写真などの印刷の発色もよく、鮮明なものとなっている。

●製本は長期の使用に十分耐える堅牢なものとなっている。
●再生紙を使用し、リサイクル可能な表紙加工を施すなど、環境にも十分な配慮がなされている。

●ユニバーサルデザインへの配慮がなさ
れているか。

●全体に区別しやすい配色を用いながら、学習上の必要に応じて形状や濃度を違えるなど、確
実に識別できるよう配慮されている。

総
合
所
見

　多様な音楽文化についての理解を深め、音楽的感性を育むために適切な教材が精選されている。確実に学習を進められるよう、各教材に
示された題材名に基づいて、系統的・発展的に教材が配置されている。主体的な学習活動を促すために、生徒が自ら手を動かして行う活
動が随所に配置され、音楽的学びを深められるよう配慮されている。QRコードによって、楽器の演奏方法や、外国語歌曲の歌詞の発音な
どを聴いたり見たりでき、自宅での予習や復習も効果的に行うことが可能となっている。
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別売 映像資料　価格 各19,800円（本体18,000円＋税10%）

教科書に掲載されている「日本の伝統音楽」及び「世界の諸民族の音楽」の授業の参考となる資料を販売しています。

音楽鑑賞DVD
　日本の伝統芸能編

高等学校音楽鑑賞DVD
　民族編

音楽鑑賞Blu-ray Disc
　世界の民族音楽

●DVD１枚／収録時間126分
●雅楽、琵琶楽、能楽、文楽、歌舞伎から
　14演目（曲）を収録

●DVD１枚／収録時間146分
●38か国、59曲を収録
● 民族音楽研究家、江波戸 昭先生の解説

付き

●Blu-ray１枚／収録時間202分
●49か国、86曲を収録
● 全ての映像について、研究者による
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縮小サイズ用データ

●本　　社　〒171-0051　東京都豊島区長崎1-12-14 TEL. 03-3957-1175（代）
●中部支社　〒460-0024　名古屋市中区正木4-8-7　れんが橋ビル８F TEL. 052-678-3151（代）
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●西部支社　〒751-0808　下関市一の宮本町2-7-14 TEL. 083-256-4747（代）
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